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１ 
は
じ
め
に

　

本
日
、
第
１
３
１
回
う
る
ま
市
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

２
０
１
９
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す

る
各
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、

私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
主
要

事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に
よ
り
、
５
月

１
日
に
元
号
が
改
元
さ
れ
ま
す
。

　

「
平
成
」
と
い
う
元
号
は
、「
国
の
内
外

に
も
天
地
に
も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
平
成
」

と
い
う
時
代
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
そ

の
名
の
と
お
り
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
時

代
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
か
ら
続
い
た
日
本
経
済

の
安
定
成
長
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
、
戦
後
最
長
の

不
況
期
に
突
入
す
る
な
ど
、
「
失
わ
れ

た
20

年
」
と
呼
ば
れ
る
困
難
な
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
新
興
国
の
台
頭
に
よ
り
、
世

界
経
済
に
お
け
る
我
が
国
の
存
在
感
が

大
き
く
後
退
し
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。　

　

特
に
東
日
本
大
震
災
は
、
広
範
囲
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
一
瞬
に
し
て

非
常
に
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た

戦
後
最
悪
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
、
自
助
と
共
助
、

公
助
の
役
割
や
防
災
対
策
と
あ
わ
せ
て

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
認

識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
の
社
会
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
は

じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
歩
や
雇
用
形

態
の
多
様
化
、
個
人
の
価
値
観
の
多
様

化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
若
者
や

高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
な
孤
立
、
格
差

社
会
に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
と
い
っ
た

新
た
な
課
題
が
表
面
化
し
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
と
し

ま
し
て
は
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
の
判
断

と
責
任
に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
行
政
運
営
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
方
自

治
体
の
実
力
が
試
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
本
旨
に
応
え
る
た
め

に
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
行
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
的
と
し
た
「
平
成
の
大

合
併
」
に
よ
り
、
平
成
17

年
４
月
１
日

に
「
う
る
ま
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

「
平
成
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
時
代
の

幕
が
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
時
代
に
向
け
て
、
市
民
皆
さ
ま
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
そ
の
決

意
を
新
た
に
し
、
市
政
運
営
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

2019年度

施政方針
　平成 31 年 2 月に行われたうる

ま市議会定例会において、施政方

針が発表されました。うるま市の

今後の取組みをお伝えします。

市民が夢と希望を持てる

魅力ある“まち”
の実現に向けて ――

市民が夢と希望を持てる

魅力ある“まち”
の実現に向けて ――

うるま市長

島 袋 俊 夫
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２
市
政
運
営
に
対
す
る

　
　

基
本
姿
勢

　

私
は
、
合
併
後
の
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
と
自
立
に
向
け
た
都
市
基
盤
の
構

築
を
図
る
た
め
、
平
成
21

年
５
月
の
市

長
就
任
以
降
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
３
つ
の
基
本
政
策
を
中

心
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

⑴
「
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
」

　

教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育

施
設
や
小
規
模
保
育
事
業
所
の
新
た
な

整
備
等
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
制
度
の
改
正
の
あ
っ
た
平
成
27

年

４
月
か
ら
１
，
５
８
５
名
の
定
員
確
保

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
中
学
校
内
に
「
小
規
模

保
育
事
業
所
」
を
２
ヶ
所
開
所
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
県
内
で
は
初

と
な
り
、
待
機
児
童
の
解
消
の
ほ
か
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
中
学
生
の
情

操
教
育
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の

制
度
を
活
用
し
た
家
賃
補
助
事
業
の
ほ

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沖
縄
と
連
携
し
た
合

同
求
人
説
明
会
の
開
催
や
う
る
ま
市
と

し
て
独
自
の
補
助
事
業
も
実
施
し
、
安
定

的
な
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を

整
え
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
学
校
施
設

の
改
築
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

平
成
30

年
度
か
ら
、
勝
連
小
学
校
の
屋

外
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年
５
月

頃
の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
道
小
学
校
及
び
宮
森
小
学

校
の
校
舎
増
改
築
事
業
並
び
に
城
前
小

学
校
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
学

童
ク
ラ
ブ
を
開
所
し
た
ほ
か
、
赤
道
小

学
校
及
び
宮
森
小
学
校
の
校
舎
増
改
築

事
業
に
あ
わ
せ
て
、
学
校
併
設
型
の
公

設
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
は
、
認
可
外
保
育
園
の
保
育
料

助
成
や
就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
小
学

校
１
年
生
、
中
学
校
１
年
生
の
新
入
学
用

品
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10

月
か
ら
は
、
未
就
学
児

の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
係
る
医
療
費

が
窓
口
無
料
化
と
な
る
現
物
給
付
制
度

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
育
園
の
主
食
費
及
び
幼
稚

園
の
給
食
費
の
一
部
助
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

⑵
「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
」

　

地
元
企
業
育
成
と
誘
致
に
つ
い
て

は
、
公
共
事
業
の
優
先
発
注
及
び
受
注

機
会
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商

工
会
と
連
携
し
、
新
規
創
業
者
の
支
援

や
商
品
開
発
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
中
城
湾
港

新
港
地
区
の
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
を
中
心
に
２
３
０
社
以
上
が
立
地

し
、
雇
用
者
総
数
も
６
，
１
０
０
人
を

超
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
中
城
湾

港
新
港
地
区
の
東
埠
頭
の
整
備
な
ど

で
、
港
湾
及
び
物
流
の
機
能
強
化
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
地
区
内
で
は
、
県
内
最
大

級
の
物
流
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
す
る
な

ど
、
関
連
企
業
の
立
地
も
進
ん
で
お
り
、

本
市
へ
の
さ
ら
な
る
経
済
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
「
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
」

　

経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
商
工
業
や
観

光
、
農
業
、
水
産
業
な
ど
、
各
分
野
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
経
済
振
興
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点

施
設
「
う
る
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
農
水
産
業
従

事
者
の
所
得
向
上
や
販
路
拡
大
、
６
次
産

業
化
の
推
進
等
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
食
」
を
通
じ
た
本
市
の
成
長
エ
ン
ジ
ン

と
な
る
よ
う
、
地
元
農
水
産
物
の
消
費
拡

大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
な
る
産
業
基
盤
の
形
成

を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
の
今
後
の
可

能
性
を
含
め
た
市
内
の
産
業
基
盤
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
の

東
埠
頭
に
お
い
て
、
新
た
な
物
流
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
立
地
企
業
の
物
流
効
率
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化
に
向
け
た
実
証
実
験
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
完
全
失
業
率
は
、
平
成
22

年

の
18

・
２
％
か
ら
平
成
27

年
は
、
７
・

５
％
へ
と
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
高
い
数
値
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
促
進
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
失
業
率
の
高
い
若
者
向
け
に
就
業

支
援
事
業
を
実
施
し
、
「
働
く
場
の
確

保
」
、
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
」
、
「
就
業

意
欲
の
向
上
」
の
観
点
か
ら
、
失
業
率

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
と
し
て
、
市
内
に

活
気
が
生
ま
れ
、
民
間
投
資
を
促
す
魅

力
的
な
地
域
と
し
て
、
近
年
、
大
規
模

な
住
宅
開
発
や
大
型
商
業
施
設
等
の
相

次
ぐ
立
地
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
、
３
つ
の
基
本
政
策
を
中
心
と

し
た
様
々
な
施
策
に
果
敢
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
多
く
の
児
童
生
徒
や

若
者
が
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活

躍
し
、
私
た
ち
に
明
る
い
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
全
国
大
会
や
日
本

最
大
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
そ

し
て
、
日
本
最
大
規
模
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
優
勝
や
金
賞
受
賞
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
県
大

会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
と
の

嬉
し
い
報
告
が
多
数
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
地
域
の
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
る
嬉
し
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
光
を
あ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
向
上
な
ど
を
目
指
し

て
行
わ
れ
て
い
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地

域
イ
ベ
ン
ト
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
、

「
勝
連
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
関
係
す
る
皆
様
の
励
み

と
な
り
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
本
市
出
身
の
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
あ
る
新
垣
比
菜
選
手

が
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
11

月
に
開
催
さ
れ
た
「
大
分

国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
」
に
お
い
て
、

本
市
出
身
の
喜
納
翼
選
手
が
２
回
連
続

で
優
勝
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
今
年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
で

４
位
以
内
に
入
賞
し
ま
す
と
、
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
選
手
と
し
て

推
薦
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
躍
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
県
道
33

号

線
沿
い
に
、
う
る
マ
ル
シ
ェ
を
は
じ
め
、

複
合
商
業
施
設
の
立
地
が
相
次
ぎ
、
多

く
の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

石
川
地
域
で
は
、
大
型
商
業
施
設
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
、
与
那
城
地
域
に

お
い
て
も
、
屋
慶
名
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
内
で
の
大
型
商
業
施
設
の
建
設

を
は
じ
め
、
旧
与
那
城
庁
舎
へ
の
ホ
テ

ル
建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

で
あ
る
観
光
に
お
い
て
は
、
入
域
観
光

客
が
６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新

し
、
１
千
万
人
に
迫
る
勢
い
で
、
好
調

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
勝
連
城
跡
」
の
入

場
者
が
世
界
遺
産
登
録
後
か
ら
数
え
て
、

２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
「
勝
連

城
跡
」
の
価
値
を
保
全
し
、
そ
の
一
帯
を

文
化
・
観
光
の
拠
点
と
し
て
東
海
岸
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
勝
連
城
跡
周

辺
整
備
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
賑
わ
い

や
雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
引
き
続
き
、
伝
統
文
化
・
歴
史
・

自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

米
軍
に
起
因
す
る
事
件
・
事
故
に
つ

い
て
は
、
伊
計
島
に
お
い
て
、
昨
年
１

月
に
米
軍
ヘ
リ
の
不
時
着
や
２
月
に

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
か
ら
機
体
の
一
部
が

落
下
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
訓
練
の
常
態
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
米
軍
に
よ
る
津
堅
島

訓
練
場
水
域
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下

訓
練
や
増
加
傾
向
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
・

ビ
ー
チ
へ
の
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
安
全
で
安
心
で
き

る
生
活
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
抗
議
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

基
地
負
担
の
軽
減
に
向
け
て
は
、
絶

え
ず
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
や
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い



広報 

2019  4月号
5 緑の募金にご協力を！＜２月1日～ 4月 30日＞　【申込先／問】都市政策課　☎923-7620

て
、
引
き
続
き
、
日
米
両
政
府
及
び
米

軍
へ
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員

選
挙
に
よ
り
、
新
人
７
名
を
含
む
30

名

の
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
発

展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
市

議
会
と
連
携
し
た
市
政
運
営
を
心
掛
け

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
沖
縄
振
興
予
算
の
枠
組
み
の

な
か
で
、
新
た
に
沖
縄
振
興
特
定
事
業

推
進
費
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
予
算
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す

る
基
本
姿
勢
や
社
会
情
勢
等
の
所
感
を

述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
愛
し
て
ま
す　

住
み
よ
い
ま
ち　

う
る

ま
」
の
実
現
に
向
け
、
第
２
次
総
合
計
画

で
掲
げ
る
各
施
策
と
、
私
の
３
つ
の
基
本

政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年

度
の
予
算
並
び
に
主
要
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

３
２
０
１
９
年
度
の

      
予
算
規
模

　

２
０
１
９
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
「
第
２
次
う
る
ま
市
総

合
計
画
」
及
び
「
３
つ
の
基
本
政
策
」
、

「
第
15

回
実
施
計
画
」
等
を
踏
ま
え
、

各
施
策
の
目
標
達
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
行
財
政
改
革
の
実
施
に
努
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

そ

の

結

果
、
２

０

１

９

年

度

の

一

般

会

計

予

算

は
、
６

２

４

億

６
，

８
９
６
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
14

・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
を
含

め
た
総
予
算
額
は
、
９
４
５
億
９
，

６
７
０
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
一
括
交
付
金
の
基
本

配
分
額
は
、
11

億
３
，
４
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

勝
連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備

事
業
の
実
施
分
に
対
し
て
は
、
特
別
枠
と

し
て
３
年
間
で
計
18

億
円
が
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
２
０
１
９
年
度
は
、
基

本
配
分
額
と
あ
わ
せ
て
、
総
額
17

億
３
，

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
同
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４ 

主
要
事
業
の
概
要

　

２
０
１
９
年
度
主
要
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
６
つ
の
基
本
目
標
毎
に
説
明
い

た
し
ま
す
。

⑴
「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
健
や
か
な

　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
多

様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
支
援
が
受

け
ら
れ
、
互
い
に
助
け
合
え
る
地
域
社

会
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
適
正
実
施

に
努
め
る
と
と
も
に
、
要
保
護
者
及
び

被
保
護
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
相
談
支
援
事
業
や
住
居

確
保
給
付
金
事
業
、
学
習
支
援
事
業
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
生
活
保
護
に

至
る
前
の
自
立
支
援
に
加
え
、
貧
困
の

連
鎖
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
総
合
的
な
相
談
支
援

体
制
や
就
労
支
援
等
の
強
化
に
取
り
組

み
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
生
活

し
、
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い

者
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度

改
正
に
伴
う
公
費
の
追
加
投
入
や
保
険

者
努
力
等
に
よ
り
、
特
別
会
計
は
改
善

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

国
保
税
の
収
納
対
策
や
医
療
費
の
適
正

化
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と
特
定

＜参考＞

(1) 特別会計予算の内訳

　  国民健康保険特別会計      150 億 1,074 万 7 千円

　  公共下水道事業特別会計 23 億 3,626 万 1 千円

　  介護保険特別会計            100 億 7,012 万 5 千円

　  後期高齢者医療特別会計 10 億 1,823 万 2 千円

　  農業集落排水事業特別会計         2,119 万 1 千円

(2) 公営企業会計

　  水道事業会計               36 億 7,118 万 4 千円
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保
健
指
導
等
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、

長
寿
健
診
の
受
診
勧
奨
に
努
め
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用

の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

認
知
症
対
策
等
の
強
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
の
維
持
・

増
進
や
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑵
「
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ

　
　
ま
ち
づ
く
り
」

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月

に
開
設
し
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
妊
娠
・
出
産
・

育
児
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
展
開

し
、
新
た
に
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事

業
と
し
て
「
産
婦
健
診
」
、
「
産
後
ケ
ア

事
業
」
な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
発

達
の
た
め
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

の
形
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
麻
し

ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
助
成
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
第
２
期

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
を
策
定
し
、

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
施
策
の
具
体

的
か
つ
総
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

共
働
き
家
庭
等
の
児
童
に
対
し
、
放

課
後
に
適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提

供
す
る
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
を
推

進
し
、
学
校
併
設
型
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

開
所
に
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
を
は
じ
め
、

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、
引

き
続
き
、
利
用
料
の
一
部
を
助
成
す
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ひ
と
り
親
等
支
援

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
保
育
園
の
主
食
費
及
び
幼
稚

園
の
給
食
費
の
一
部
助
成
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
は
、
３

歳
児
か
ら
５
歳
児
の
教
育
・
保
育
の
無

償
化
に
対
応
す
る
た
め
、
市
立
幼
稚
園

の
施
設
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
の
求
め
る
機
能

の
強
化
・
充
実
の
た
め
、
市
立
幼
稚
園

の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
、
４
月
か

ら
先
行
し
て
「
天
願
幼
稚
園
」
と
「
平

敷
屋
幼
稚
園
」
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
し
ま
す
。

　

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
疾
病
か
ら

の
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
を
預
か
る
病

後
児
保
育
事
業
の
実
施
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

本
年
４
月
時
点
で
、
新
た
に
８
０
０
名

の
定
員
増
を
図
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

４
０
０
名
の
定
員
を
確
保
す
る
た
め
、

取
り
組
み
を
強
化
し
、
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、
家
賃
補
助

等
、
国
、
県
の
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、
新

た
な
人
材
確
保
の
た
め
、
市
独
自
の
助
成

事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
「
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す

　
　
産
業
づ
く
り
」

　

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農

者
向
け
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

や
沖
縄
型
レ
ン
タ
ル
農
場
設
置
事
業
等

を
推
進
し
、
う
る
ま
市
の
頑
張
る
農
業

を
応
援
し
ま
す
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
循
環
型

農
業
促
進
事
業
に
よ
る
家
畜
排
せ
つ
物

の
利
用
促
進
や
優
良
山
羊
生
産
拡
大
事

業
に
よ
り
、
生
産
基
盤
の
強
化
拡
大
を

図
り
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
港
施

設
保
全
計
画
の
策
定
や
漁
業
経
営
の
安

定
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
浜
漁
港

及
び
比
嘉
漁
港
の
整
備
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

　

農
水
産
業
振
興
戦
略
拠
点
施
設
「
う

る
マ
ル
シ
ェ
」
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン

ド
化
・
６
次
産
業
化
・
集
客
ア
ッ
プ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
商
品
券
発
行
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
商
品
開
発
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
、
県
内
外

に
向
け
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
市
産
品

の
Ｐ
Ｒ
や
新
た
な
商
品
開
発
・
既
存
商

品
を
含
め
た
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
対
し
て
、
労
働

生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
支
援
を
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行
う
ほ
か
、
商
工
会
と
連
携
し
、
新
規

創
業
者
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

宿
泊
施
設
の
拡
充
を
は
じ
め
、
体
験
型

観
光
商
品
の
充
実
と
安
全
・
安
心
な
民

泊
の
推
進
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
各
種
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
に
取
り
組

み
、
島
し
ょ
地
域
、
伝
統
エ
イ
サ
ー
な

ど
地
域
資
源
の
魅
力
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
等
を
支
援
し
、
戦
略
的
な
観
光
振

興
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
「
闘
牛
」
の
振
興
を
図
る
た

め
「
闘
牛
の
ま
ち
」
の
宣
言
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
広
域
的
な
観
光
誘
客
と
し

て
、
中
城
湾
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
受

け
入
れ
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

雇
用
促
進
・
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

求
職
者
と
事
業
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消
と
定
着
率
向
上
の
た
め
、
企
業
向
け

セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
、
街
角
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
支
援

事
業
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
の
支
援
も
推

進
し
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
推
進
事
業
に

取
り
組
み
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取

り
入
れ
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
社

会
的
、
職
業
的
自
立
に
向
け
て
、
事
業

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
「
成
長
産

業
の
育
成
・
支
援
」
、
「
企
業
誘
致
の
推

進
」
、
「
人
材
の
確
保
・
育
成
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

中
城
湾
港
新
港
地
区
に
お
い
て
は
、

さ
ら
な
る
企
業
集
積
と
産
業
振
興
を
図

る
た
め
、
港
湾
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
あ

わ
せ
て
、
東
埠
頭
の
岸
壁
延
伸
事
業
の

早
期
着
手
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
国

や
県
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
産
業
集
積
の
可
能
性

を
広
げ
る
た
め
、
産
業
基
盤
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
、
戦
略
的
な
企
業
誘
致

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

立
地
企
業
に
お
け
る
就
労
者
に
対
し
て

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
安
定
し
た
雇
用

の
継
続
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷
「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
で

　
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

　

道
路
網
な
ど
の
交
通
体
系
に
つ
い
て

は
、
交
通
基
本
計
画
に
お
け
る
将
来
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え
、
短
・
中

期
的
に
取
り
組
む
べ
き
総
合
的
な
交
通

の
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
・
集
落

間
の
道
路
連
結
を
図
り
、
利
便
性
向
上

の
た
め
、
川
崎
ル
ー
シ
ー
河
線
ほ
か
７

路
線
の
継
続
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
新
規
事
業
と
し
て
天
願
茶
木
根
原

道
路
整
備
事
業
及
び
宮
里
餅
田
原
道
路

整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

街
路
に
つ
い
て
は
、
安
慶
名
田
場
線
を

は
じ
め
、
兼
箇
段
高
江
洲
線
の
各
道
路
改

築
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
勝
連
半
島
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
道
路
と
し
て
「
県
道
勝
連
半
島
南

岸
部
道
路
」
の
早
期
事
業
化
を
積
極
的

に
県
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
道

路
老
朽
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
な
修
繕
、
更
新
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
点
検
結
果
を
基

に
計
画
的
な
補
修
・
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
引
き
続
き
、
与
那
城
１
０
７
号

線
屋
慶
名
橋
架
替
事
業
や
石
川
65

号
線

東
山
原
第
一
橋
長
寿
命
化
修
繕
対
策
事

業
に
取
り
組
み
、
与
那
城
６
号
線
無
名

橋
５
に
つ
い
て
は
、
補
修
・
補
強
又
は

架
け
替
え
の
判
断
を
す
る
た
め
の
調
査

測
量
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
市
民

の
要
望
を
踏
ま
え
つ
つ
、
危
険
度
・
優
先

度
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

排
水
路
に
つ
い
て
は
、
浸
食
及
び
浸

水
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
米
原
地

区
排
水
路
の
整
備
を
継
続
し
て
進
め
、

新
規
事
業
と
し
て
塩
屋
地
内
排
水
路
整

備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

雨
水
幹
線
に
つ
い
て
は
、
雨
水
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
浸
水

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
県
事
業
で
整
備
中
の
天
願
川
・

川
崎
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
県
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
ヌ
ー

リ
川
公
園
及
び
米
原
緑
地
広
場
整
備
事
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業
に
取
り
組
み
、
新
規
事
業
と
し
て
赤

野
公
園
整
備
事
業
、
天
願
公
園
整
備
事

業
並
び
に
宮
里
公
園
整
備
事
業
に
着
手

し
ま
す
。

　

勝
連
城
跡
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

観
光
振
興
を
含
め
た
複
合
施
設
と
し

て
、
勝
連
城
跡
周
辺
整
備
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
等
の
整
備
、
運
営
、
管

理
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
民
間
活
力

の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
修
繕
・
更
新
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

景
観
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
市
民
と

連
携
し
、
良
好
な
景
観
や
緑
化
の
形
成

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

伊
計
島
の
景
観
地
区
指
定
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
幹
線
道
路
の
沖
縄
石
川
線
や
公

園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
換
地
処
分
に
向
け
用
地
測
量
業

務
等
を
行
い
ま
す
。

　

施
工
中
の
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
技
術
的
指

導
等
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
早
期
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
道
路
整

備
に
よ
る
住
宅
密
集
地
域
の
解
消
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
田
団
地

建
替
整
備
事
業
、
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
（
東
山
団
地
）
を
引
き
続
き
推
進

し
、
修
繕
・
更
新
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
広
報
等
周

知
啓
発
に
努
め
、
海
中
道
路
周
辺
海
域

の
環
境
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
不
法
投
棄
対
策
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
要
望
の
高
い
、
取
っ

手
付
き
、
も
や
せ
る
ご
み
袋
（
中
袋
）

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

犬
・
猫
に
つ
い
て
は
、
適
正
飼
養
を

周
知
啓
発
し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
殺
処
分

の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
軍
基
地
に
起
因
す
る
騒
音
被
害
に

つ
い
て
は
、
国
が
進
め
て
い
る
嘉
手
納

飛
行
場
周
辺
の
第
一
種
区
域
（
コ
ン

タ
ー
）
の
見
直
し
に
関
し
、
引
き
続
き
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
防
音

工
事
の
対
象
住
宅
や
対
象
地
域
の
拡
大

等
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
津
堅
島
海
底

送
水
管
更
新
工
事
の
２
０
２
０
年
度
の

発
注
に
向
け
、
必
要
な
諸
手
続
き
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
管
の
更
新
及
び
基
幹
管

路
の
耐
震
化
を
進
め
、
災
害
に
強
い
管

路
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

漏
水
量
の
削
減
を
図
る
な
ど
の
有
効
率

向
上
対
策
に
努
め
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
事
業
計

画
区
域
内
の
整
備
を
行
い
、
公
衆
衛
生
の

向
上
、
公
共
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
る

と
と
も
に
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
「
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
未
来
を

　
　
拓
く
人
づ
く
り
」

　

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
活
動
の
充
実

に
取
り
組
み
、
義
務
教
育
へ
の
円
滑
な
接

続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
に
お
け
る
複
数
年
保

育
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
を
目
指
し
、

新
学
習
指
導
要
領
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
等
の
充
実
を
図

り
、
各
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
指
導
・

助
言
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
市
民
協
働
学
校
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
」
を
市
内
全
小

中
学
校
に
導
入
し
、
教
育
活
動
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
学
校
協
働
本

部
と
の
円
滑
な
連
携
を
通
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
支
援
・
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
相
談
室
や
適

応
指
導
教
室
の
運
営
の
充
実
に
努
め
、

悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
・
保
護
者
・
教

師
の
相
談
に
応
じ
、
課
題
解
決
に
向
け

て
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関
と
連
携
し

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
自
立

し
、
社
会
参
加
す
る
た
め
の
基
盤
を
培
う

た
め
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
に
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
特
別
支
援
へ
ル
パ
ー
等
を
配
置
し
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て
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
未
然

防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め

ま
す
。

　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要

因
分
析
に
努
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
を
含
め
た
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安

心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
年
中
行

事
等
を
取
り
入
れ
た
献
立
、
う
る
マ
ル

シ
ェ
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
産
地
消

の
充
実
を
図
り
、
食
育
の
普
及
・
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
城
前
小
学

校
の
実
施
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
赤
道
小
学
校
及
び
宮
森
小
学
校
の

校
舎
増
改
築
事
業
を
継
続
し
、
耐
震
化

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
与
勝
調
理
場
の
実
施
設
計
業

務
に
も
着
手
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
を
学
校
等
へ
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
の
支
援
活
動
を
継
続
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
青
少
年
の
非
行
に
繋
が

る
深
夜
は
い
か
い
を
防
止
す
る
た
め
、

学
校
・
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
育

成
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
校
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
及
び
中
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
子
ど
も
自
ら
が
自
治
意
識
を

高
め
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
、
よ

り
よ
い
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
心
豊
か

な
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
を
通
し
、
地
域
と

学
校
の
連
携
協
働
を
図
り
な
が
ら
子
ど

も
達
の
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地

域
の
教
育
力
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域

に
愛
着
を
持
つ
子
ど
も
達
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
ら
て
く
」
及
び
３
地
区
公
民

館
を
拠
点
に
、
市
民
の
学
習
機
会
の
拡

充
を
図
り
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
芸
術
劇

場
と
「
ゆ
ら
て
く
」
の
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
「
講
演
会
」

や
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
読
書
活
動
の
推
進

を
図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学

習
を
支
援
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
郷
土
う
る
ま
市
関
係
資
料
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推
進
や
、

社
会
体
育
施
設
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施

設
運
営
を
行
い
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
具
志
川
総
合
体
育
館
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
の
コ
ン

セ
プ
ト
及
び
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
従

来
手
法
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
比
較
検
討

し
、
よ
り
事
業
効
果
の
高
い
手
法
に
よ

る
施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、
き
む
た
か

ホ
ー
ル
の
特
長
を
活
か
し
た
公
演
事
業

を
推
進
し
、
沖
展
選
抜
展
、
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
充
実
と
文
化
資
源
の

活
用
に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
保
護
及
び
発

掘
調
査
等
を
進
め
な
が
ら
、
各
種
講
座

や
学
校
教
育
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
々
の
営
み
と
関
わ

り
な
が
ら
、
価
値
を
形
成
し
て
き
た
文

化
財
を
後
世
に
保
存
・
継
承
し
て
い
く

た
め
、
新
た
な
文
化
財
の
指
定
に
努
め

ま
す
。

　

勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、
復
元
整
備

と
史
跡
指
定
地
の
公
有
化
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
20

周
年
に
向
け
、

活
用
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑹
「
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
　
　

　
　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
・
行

政
の
協
働
の
も
と
、
地
域
防
犯
力
の
啓

発
活
動
や
警
察
及
び
防
犯
協
会
を
中
心

と
し
た
協
力
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
整
備
に
係
る
補
助
金
交
付
事
業
の

継
続
実
施
や
市
内
71

箇
所
に
整
備
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
運
用
を
通
し
、
さ

ら
な
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
警
察
や
交

通
安
全
協
会
等
と
連
携
し
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
向
け
た

取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
指
定
避
難
所
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等
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
、
食
料

や
生
活
必
需
品
な
ど
の
備
蓄
に
努
め
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
促
進
、
活
動
支
援
、
研
修
会
及

び
説
明
会
等
の
開
催
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
伝
達
機
能
の
多
様

化
・
高
度
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浜
比
嘉
島
で
の
防
災
避
難

施
設
の
整
備
事
業
を
推
進
し
、
島
し
ょ

地
域
の
防
災
・
減
災
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
石
川
消
防
署

の
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
及
び

高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
器
材
及
び
人
員
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
研
修
及

び
訓
練
体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
消

防
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓

発
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
や
危
険
物

施
設
の
保
安
管
理
体
制
及
び
住
宅
用
火

災
警
報
器
設
置
の
普
及
啓
発
並
び
に
建

築
物
の
火
災
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
立

入
検
査
に
よ
る
指
導
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応
訓

練
の
充
実
に
努
め
、
地
域
に
お
け
る
防

災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
市
民
協
働
の
核
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
自
治
会
の
活
性
化
に
向
け
、
引

き
続
き
、
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
と
の
協

力
・
連
携
の
も
と
、
加
入
率
向
上
等
の
支

援
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
友
好

都
市
で
あ
る
盛
岡
市
と
の
交
流
に
お
い

て
、
商
工
会
な
ど
民
間
の
関
係
団
体
も

交
え
た
草
の
根
の
交
流
活
動
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
海
外
移
住

者
子
弟
研
修
生
受
入
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
相
談
・

行
政
相
談
及
び
無
料
法
律
相
談
を
定
期

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
展

等
、
啓
発
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
専
門

の
資
格
を
も
つ
相
談
員
を
配
置
し
、
よ

り
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
消
費
生
活

相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
消
費
者

教
育
に
向
け
、
福
祉
・
教
育
・
地
域
団

体
等
と
連
携
し
た
啓
蒙
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
啓

発
活
動
の
実
施
や
、
市
民
、
自
治
会
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
男
女
共
同
参

画
意
識
の
醸
成
と
参
画
機
会
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。

　

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
な
ど
を

活
用
し
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
の
ほ
か
、
防
災
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
の
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

や
市
政
へ
の
ご
意
見
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
行

政
改
革
大
綱
の
検
証
及
び
中
期
財
政
計

画
等
の
分
析
に
よ
る
、
本
市
の
財
政
見

通
し
を
踏
ま
え
、
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

効
果
的
に
活
用
す
る
仕
組
み
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
向
け
、
職
員

研
修
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
、
人
事
評

価
制
度
を
活
用
し
た
職
員
の
資
質
向
上

と
能
力
開
発
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
適
正
か
つ
公
平
な

課
税
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、
徴
収
率
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、

そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
全
国
に
本
市
の

物
産
や
観
光
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の
持
つ
機
能
を

考
慮
し
、
施
設
の
統
廃
合
や
既
存
施
設

の
多
機
能
化
及
び
複
合
化
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
に
よ
り
、
施
設

の
整
備
・
更
新
及
び
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

庁
舎
の
跡
利
用
に
つ
い
て
は
、
民
間

発
意
に
よ
る
跡
利
用
や
行
政
と
し
て
必

要
な
機
能
を
検
討
し
な
が
ら
、
市
及
び

地
域
に
と
っ
て
有
益
な
跡
利
用
を
推
進

し
ま
す
。
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⑺ 
分
野
横
断
施
策
に
つ
い
て

　

第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
で
は
、

「
健
康
づ
く
り
」
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

「
島
し
ょ
地
域
振
興
」
に
つ
い
て
、
各
分

野
を
横
断
的
に
連
携
し
、
取
り
組
む
べ

き
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
全
世

代
を
対
象
と
し
た
第
２
次
健
康
う
る
ま

21
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
働
き
盛
り
世
代
、
子
育
て
世

代
の
様
々
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

を
目
的
と
し
た
健
康
増
進
事
業
の
展

開
、
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
「
ち
ゅ

ら
ま
ー
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
病
診
連
携

事
業
）
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
慢
性
腎

臓
病
・
糖
尿
病
性
腎
臓
病
対
策
を
継
続

し
て
取
り
組
み
、
早
世
割
合
の
減
少
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
各
種
市
民
団
体
な
ど

と
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
健
康
を
支
え
る

た
め
の
社
会
環
境
を
構
築
し
、
市
民
全
体

の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
推
進
に
あ
わ
せ
、
市
民
の
生
涯
を

通
じ
て
健
康
維
持
増
進
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
意
欲
や
自
発
的
な
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
気
軽
に
参
加
で
き

る
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
貧
困
が
世
代

を
超
え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
社
会

を
目
指
し
、
本
市
の
課
題
に
即
し
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
民
間
団
体
等
と
連
携
し
、
効
果
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援

や
中
学
卒
業
後
に
進
路
が
決
ま
っ
て
い

な
い
、
い
わ
ゆ
る
過
卒
者
な
ど
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携

し
、
就
学
の
支
援
を
行
う
な
ど
の
居
場
所

づ
く
り
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
未
就
労
者
の
資
格
取
得
を

支
援
し
、
就
労
に
繋
げ
る
た
め
、
引
き

続
き
、
若
者
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

家
庭
に
対
し
て
は
、
負
担
の
軽
減
を
図

る
就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
小
学
校
１
年
生
、
中
学
校
１

年
生
の
新
入
学
用
品
準
備
金
の
前
倒
し

支
給
の
実
施
及
び
支
給
額
の
拡
充
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
う
る
ま
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

連
携
し
、
う
る
ま
市
学
用
品
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
島
し
ょ
地
域
振
興
」
に
つ
い
て
は
、

移
住
定
住
促
進
の
次
な
る
取
り
組
み
と

し
て
、
行
政
と
地
域
を
繋
ぐ
中
間
支
援

組
織
の
設
立
や
そ
の
活
動
拠
点
の
整
備

の
検
討
、
全
国
か
ら
島
で
起
業
創
業
な

ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
を
呼
び
込

む
仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
情
報

通
信
格
差
の
解
消
の
た
め
、
平
安
座
・

宮
城
・
伊
計
・
浜
比
嘉
島
に
お
い
て
、

本
島
と
同
様
な
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
整
備
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

　

宮
城
島
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
災
害
時
に
お
け
る
避
難
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
「
（
仮

称
）
宮
城
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
度
内

に
、
施
設
本
体
工
事
を
実
施
し
、
完
了
す

る
予
定
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
津
堅
島
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
の
根
絶
及
び
耕
作
放
棄
地
の
再

生
、
農
地
の
集
積
流
動
化
等
に
向
け
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

５ 

結
び　

　

以
上
、
２
０
１
９
年
度
の
市
政
運
営
に

あ
た
り
、
私
の
所
信
と
予
算
及
び
主
要
事

業
の
概
要
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
歴
史
的
な
皇
位
の

継
承
、
そ
し
て
元
号
の
改
元
ほ
か
、
10
月

に
は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、
本
市
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
市
民
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
魅
力
あ
る“

ま
ち“

の
実

現
に
向
け
て
、
私
を
先
頭
に
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私

の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
２
月
20
日
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２
月
２
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、

第
14
回
う
る
ま
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
『
ゆ
ら
て
く
祭
り
』
開
会

式
に
お
い
て
、
青
少
年
特
別
賞
、
教

育
委
員
会
表
彰
、
社
会
教
育
優
良
団

体
・
功
労
者
表
彰
な
ら
び
に
伊
波
メ

ン
サ
ー
織
技
能
認
定
の
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
「
市
青
少
年
特
別
賞
表
彰
」

南み
な
み
た
つ
き

辰
貴
（
石
川
高
３
年
）、
金き
ん
じ
ょ
う
あ
ん
な

城
杏
奈

（
前
原
高
１
年
）、
高た

か

ら

こ

こ

な

良
心
菜
（
あ
げ

な
中
２
年
）　

◆
「
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
表
彰
」

（
団
体
）

彩
橋
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
、
具
志
川
東
中
学
校
女
子
硬
式
テ

ニ
ス
部
、
伊
波
中
学
校
野
球
部
、
田

場
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、
平
敷
屋

エ
イ
サ
ー
保
存
会
、
具
志
川
か
っ
し

ん
太
鼓

◆
「
う
る
ま
市
教
育
委
員
会
表
彰
」

（
個
人
）

榮え
い
も
ん
た
だ
み
つ

門
忠
光
（
前
教
育
長
）、亀
か
め
は
ま
し
ょ
う
こ

浜
章
子
（
教

諭
）
儀ぎ

ま

よ

し

な

間
芳
奈
（
教
諭
）、小お
ば
ま
と
も
み

濱
智
美
（
教

諭
）、
當
と
う
や
ま
よ
し
て
る

山
吉
輝
（
教
諭
）、
吉よ
し
む
ら
り
お
ん

村
璃
恩

（
天
願
小
５
年
）、
又ま
た
よ
し
ゆ
め
な

吉
夢
奈
（
田
場
小

６
年
）、
川か
わ
ば
た
り
く

端
琉
玖
（
あ
げ
な
小
６
年
）、

石い
し
か
わ
ほ
づ
き

川
帆
月
（
城
前
小
６
年
）、
糸い
と
ま
ん
あ
や
の

満
彩
乃

（
あ
げ
な
中
３
年
）、
伊い

と

う

あ

き

ら

藤
明
良
（
具

志
川
東
中
３
年
）、
安や

す

む

ら

ま

い

き

村
直
生
喜
（
具

志
川
東
中
３
年
）、
吉よ
し
か
ど
み
の
ん

門
美
音
（
石

川
中
２
年
）、
金き
ん
じ
ょ
う
の
あ

城
希
愛
（
石
川
中

３
年
）、
山や

ま

し

ろ

り

ほ

城
里
帆
（
石
川
中
３
年
）、

石い
し
か
わ
み
ゆ
う

川
未
侑
（
石
川
中
３
年
）、
宮み
や
ざ
と
も
え
か

里
萌
花

（
伊
波
中
３
年
）、
仲な

か

ち

あ

や

か

地
彩
華
（
伊
波

中
３
年
）、
石い
し
み
ね
ま
り
ん

嶺
真
鈴
（
伊
波
中
３

年
）、
荒あ

ら

ま

き

ま

い

巻
麻
衣
（
伊
波
中
３
年
）、

與よ

ざ

と

も

よ

し

座
朝
義
（
よ
ざ
耳
鼻
咽
喉
科
）、

竹た
け
だ
し
ん
い
ち

田
真
一
（
与
勝
病
院
）、
饒の
は
つ
よ
し

波
毅
（
の

は
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
井い

む

ら

み

ち

こ

村
倫
子
（
薬

剤
師
）、
江え
な
つ
き
ょ
う
こ

夏
京
子
（
中
央
調
剤
薬
局
）、

越ご
え
く
な
お
き

來
治
喜（
マ
ー
ラ
ン
船
の
建
造
技
術
保

持
者
）、祖そ
け
ん
や
す
な
り

堅
康
成（
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

◆
「
市
社
会
教
育
表
彰
」（
優
良
団
体
）

田
場
区
伝
統
芸
能
保
存
会　

子
ど
も
獅

子
舞
、
う
る
ま
市
文
化
協
会　

笛
部

◆
「
市
社
会
教
育
表
彰
」
（
功
労
者
）

福ふ
く
は
ら
や
す
お

原
靖
男
（
市
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
）、
宮み
や
ざ
と
け
ん
こ
う

里
健
幸
（
市
自
治
公
民
館

連
絡
協
議
会
）、
豊と
よ
な
が
え
い
こ

永
栄
子
（
市
自
治

公
民
館
連
絡
協
議
会
）、
三み

う

ら

り

つ

こ

浦
律
子

（
市
女
性
連
合
会
）、比ひ

が

き

よ

こ

嘉
喜
代
子
（
市

女
性
連
合
会
）、山や

ま

ね

し

ず

か

根
静
香（
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）、
福ふ
く
は
ら
け
ん
え
い

原
兼
永
（
市
文
化

協
会
）、
兼か
ね
し
ま
じ
ゅ
ん
こ

島
順
子
（
市
文
化
協
会
）

◆
「
伊
波
メ
ン
サ
ー
織
技
能
認
定
」

（
技
能
保
持
者
）

大お
お
し
げ
や
す
え

重
泰
江
、
山や
ま
し
ろ
は
つ
み

城
初
美
、
比ひ

が

え

つ

こ

嘉
悦
子
、

伊い

は

ゆ

み

こ

波
由
美
子

◆
「
伊
波
メ
ン
サ
ー
織
技
能
認
定
」

（
技
能
保
持
団
体
）

伊
波
メ
ン
サ
ー
織
保
存
会

　

地
域
イ
ベ
ン
ト
が
つ
く
り
出
す
地
域
の
魅

力
、
つ
な
が
り
、
活
性
化
な
ど
が
審
査
さ
れ

る
『
第
４
回
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
ア

ワ
ー
ド
（
主
催
：
子
ど
も
文
化
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
協
会
）』
に
お
い
て
、
地
域
の
子
ど

も
達
が
中
心
と
な
り
、
世
界
遺
産
・
勝
連
城

跡
の
巨
大
な
絵
と
光
で
彩
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
「
勝
連
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
」
の
取
り
組
み
が
全
国
87
自
治
体
、
１
２
０

作
品
の
中
か
ら
見
事
、
日
本
一
と
な
る
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
実
行
委
員
会
の
牧

ま
き
じ
ょ
う
つ
か
さ

門
司
南
風
原
自
治
会

長
は
「
〝
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
〟
を

目
的
に
や
っ
て
き
た
。
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と
目
標
を

述
べ
ま
し
た
。

　

島
袋
市
長
は
「
市
で
は
現
在
、
勝
連
城
跡

周
辺
の
公
園
整
備
を
着
々
と
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
回
の
日
本
一
に
あ
や
か
り
、
素

晴
ら
し
い
城
跡
公
園
に
な
る
よ
う
整
備
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

2
7

『
勝
連
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

地
域
イ
ベ
ン
ト
ア
ワ
ー
ド
で

　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞

あ
な
た
も
担
げ
る
！

平
安
座
島 

サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
神
輿【新たに製作された神輿】

2
2

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【喜びの報告を行った関係者ら】

　

平
安
座
島
で
旧
暦
の
３
月
３
日
か
ら
３

日
間
行
わ
れ
る
島
最
大
の
三
月
行
事
、
サ

ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
。
今
年
か
ら
地
域
住
民
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
観
光
客
用
の
神
輿
を
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
事
用
の
タ
マ
ン
の
本
神
輿
は
全
長
約

４
m
で
、
例
年
彩
橋
中
学
校
の
生
徒
10
名

ほ
ど
が
担
い
で
き
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

観
光
客
な
ど
が
担
い
で
み
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
神
事
用
の
神
輿
で

あ
る
た
め
断
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

平
安
座
自
治
会
の
五ご

と

う

ま

ち

こ

嶋
真
智
子
会
長
は

「
行
事
を
こ
な
す
だ
け
に
な
ら
ず
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に
新
し
い
取
り
組

み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
住
民
が
関

心
を
持
っ
て
平
安
座
島
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

新
調
さ
れ
た
観
光
客
用
の
神
輿
は
全
長

約
３
m
で
使
用
済
み
の
横
断
幕
を
再
利
用

し
地
域
住
民
の
手
で
制
作
し
た
完
全
オ
リ

ジ
ナ
ル
。
伝
統
と
観
光
の
共
存
か
ら
生
ま

れ
た
新
た
な
試
み
で
す
。

　

行
事
２
日
目
と
な
る
４
月
８
日
に
、
２

匹
の
タ
マ
ン
が
地
域
を
練
り
歩
く
。
あ
な

た
も
平
安
座
の
伝
統
行
事
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
―
。
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県
内
の
小
中
高
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
「
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
市
内
受
賞

者
の
表
彰
式
が
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
の
あ
っ
た
５
９
７
作
品
の
中
か
ら
51
作
品
が

入
選
し
、
そ
の
う
ち
沖
縄
県
優
秀
賞
に
福ふ
く
は
ら
け
い

原
敬
さ
ん

（
前
原
高
校
１
年
）
、
沖
縄
県
佳
作
に
外ほ

か

ま

か

り

ん

間
喬
琳
さ

ん
（
城
前
小
２
年
）
、
上か
み
う
ん
て
ん
あ
さ
ひ

運
天
朝
日
さ
ん
（
石
川
中

３
年
）
、
玉た
ま
き
り
ゅ
う
い
ち

城
龍
一
さ
ん
（
具
志
川
商
業
高
校
３
年
）
、

伊い

れ

い

み

く

礼
美
空
さ
ん
（
前
原
高
校
１
年
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

2
6

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式【県優秀賞を受賞した福原さんの作品】 【受賞した福原さん（中央右）と上運天さん（中央左）】

　

人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
た
植う

え

だ

こ

う

い

ち

田
浩
一
さ
ん
、

前ま
え
じ
ょ
う
す
す
む

門
進
さ
ん
、
越ご

え

く

ゆ

う

き

來
勇
喜
さ
ん
へ
諸
見
里
消
防
長

か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
11

月
10
日
（
土
）、

屋
慶
名
港
の
船

着
き
場
か
ら
軽

自
動
車
が
海
へ

転
落
、
沈
み
か

け
た
軽
自
動
車

の
車
内
か
ら
三

人
で
協
力
し
、

男
性
を
救
助
し

ま
し
た
。

　

１
月
に
行
わ
れ
た
中
部
北
支
部
学
童
部
軟
式
野

球
新
人
大
会
に
お
い
て
、
田
場
ス
ワ
ロ
ー
ズ(

田

場
小)

が
、
54
チ
ー
ム

の
中
か
ら
初
優
勝
し
、

島
袋
市
長
と
嘉
手
苅
教

育
長
に
、
喜
び
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
同
チ
ー
ム

は
、
７
月
に
行
わ
れ
る

高
知
県
で
行
わ
れ
る
大

会
へ
派
遣
さ
れ
ま
す
。　
　

　

金き
ん
じ
ょ
う
に
ら
い

城
新
頼
主
将
は

「
高
知
県
の
大
会
で
も

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
力
強
く
決

意
表
明
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

離
島
の
生
活
を
体
験
し
、
自
分
の
島
の
良
さ
を

再
認
識
す
る
こ
と
で
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
『
離

島
体
験
交
流
促
進
事

業
』
に
、
津
堅
小
学
校

の
前
田
場
愛
鈴
さ
ん

と
、
又
吉
旭
君(

と
も

に
５
年)

が
参
加
し
、

そ
の
体
験
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
２
人
は

体
験
事
業
を
通
し
て
自

ら
考
え
た
、
津
堅
島
の

将
来
を
見
据
え
た
提
言

を
、
上
間
副
市
長
や
嘉

手
苅
教
育
長
へ
、
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
石
油
基
地(

株)(
加か
ど
は
じ
め

戸
一
社
長)

よ
り
、
子

ど
も
達
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市
内

の
小
学
校
に
通
う
３
年
生
全
児
童
ら
と
、
各
学
校
図

書
館
に
、
童
話
集
『
童
話
の
花
束
』
１
，
４
０
０
冊

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
童
話
の
花
束
」
は
、

一
般
お
よ
び
小
・
中
学

生
を
対
象
に
「
心
の

ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
童
話

を
募
集
し
、
優
秀
な
作

品
を
ま
と
め
た
童
話
集

で
す
。
沖
縄
石
油
基
地

(

株)

か
ら
の
寄
贈
は
、

今
回
で
８
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

古
武
道
徳
身
流
総
本
部
徳
身
館
の
徳
村
賢
昌
氏

が
、
琉
球
古
武
術
保
存
武
道
協
会
の
最
高
位
に
あ
た

る
『
範
士
十
段
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
村
氏
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
古

武
道
を
指
導
し
、
約

４
千
人
以
上
の
弟
子

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

平
敷
屋
公
民
館
で

行
わ
れ
た
範
士
十
段

免
状
拝
受
祝
賀
会
で

は
、
徳
村
氏
に
よ
る

型
『
徳
身
ウ
ェ
ー
ク
』

が
披
露
さ
れ
、
77
歳

と
は
思
え
な
い
力
強

い
見
事
な
演
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
総
合
運
動
公
園
を
発
着
点
に
「
第
26
回
お
き
な

わ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
万
３
千
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
う
る
ま
市
を
駆
抜
け
ま
し
た
。

　

沿
道
の
熱
い
声
援
が
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
の
背
中

を
後
押
し
し
ま
し
た
。

3
1

2
25

2
22

2
7

3
3

2
17

勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
状

消
防
協
力
者
表
彰

学
童
部
軟
式
野
球
新
人
大
会

田
場
ス
ワ
ロ
ー
ズ 

初
優
勝

津
堅
島
の
将
来
に
つ
い
て
提
言

前ま

え

た

ば

田
場 

愛あ
い
り
ん
鈴
さ
ん
、
又
ま
た
よ
し吉 

旭
あ
さ
ひ

君

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

童
話
集
「
童
話
の
花
束
」
贈
呈
式

琉
球
古
武
術
最
高
位
認
定

徳と
く
む
ら
け
ん
し
ょ
う

村

賢

昌
氏 

範
士
十
段
に
認
定

う
る
ま
市
を
快
走
!!

第
27

回
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

【前列左から植田さん、前門さん、

諸見里消防長、越來さん】

【優勝の報告に訪れた田場スワローズのメンバーら】

【提言発表を行った又吉君（前列 中央左）と、

前田場さん（前列 中央右）】

【童話集を贈呈した加戸社長 ( 中央 )】

【範士十段の認定を受けた徳村氏 ( 右から 3 番目 )】
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保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
「
納
付

猶
予
制
度
」
や
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

り
、
死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来

受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

追
納
制
度

　

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
で
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
（
例
え
ば
平
成
31

年
４
月
分
は
平
成
41
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ

れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど

の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
加
算
額
が

低
く
済
む
よ
う
、
お
早
め
に
追
納
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
追
納
は
保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
っ

４
月
か
ら
平
成
31
年
度
学
生
納
付
特

例
申
請
受
付
開
始
！

　

窓
口
で
の
申
請
に
必
要
な
も
の

平
成
31
年
度
有
効
の
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

・
年
金
手
帳

・
前
年
中
に
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら
れ
た

方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
（
コ

ピ
ー
可
）　
　

　

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
で

　

申
請
す
る
場
合

　

平
成
30
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
が
承

認
さ
れ
た
方
で
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
（
日
本
年
金
機
構
が
把
握
し

て
い
る
方
に
限
る
）
に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
し
て

い
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る
こ
と
で
、
平
成

31
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
学
生
証
・
在
学
証
明
書
の
添
付
は
、
不
要

で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
ハ

ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
市
役

所
国
民
年
金
係
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
は
で
き
る
だ
け
４
月
中
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

★
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
（
ま

た
は
20
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
は
毎
年
必
要

で
す
。

★
卒
業
、
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た

方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年
金　
　

　

20

歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
（
１
１
８
万
円
）
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
窓
口
申
請
と
ハ
ガ
キ
形

式
の
申
請
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

て
も
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
の
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
の
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

前
月
（
※
注
）
か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
で
す
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
（
※
注
）
か
ら
６
か
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
産
前
産
後

期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険
料

を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※
注　

た
だ
し
、
平
成
31
年
４
月
分
以
降
の

保
険
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
国
民
年
金
係 

９
７
３-

５
４
９
８

　

国
民
年
金
保
険
料

～
平
成
31
年
４
月
か
ら
～

【
保
険
料
】

月
額
１
６
，
４
１
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
】
満
額

月
額
６
５
，
０
０
８
円
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 4月号

読み聞かせにこの1冊

中央図書館 974－1112

石川図書館 964－5166

勝連図書館 978－4321

 　　　　 ４月 23 日～５月 12 日「こどもの読書週間」

 　　　　 2019 年・第 61 回標語「ドは読書のド♪」

★借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
★図書館にない本は、リクエストすることができます。

　いまにも、ふってきそうなくもり空・・・。つるこちゃんが、

お母さんにあげるお花をつんでいました。すると、びっく

りするような何かが、次から次へとふってきて・・・。何がふっ

てくるのか驚きと楽しさがあふれる絵本です。

『くらべる時代』
　「昭和によく見られたもの」と「平成に主流となってきた
もの」の代表的な事例を紹介。「昭和」と「平成」でくらべ
ると、どう変わったのか一目瞭然。変化や違いを楽しみな
がら時代を振り返ります。

『雑学ニッポン「出来事」図鑑』　

　戦後の昭和から平成に起きた事件・出来事・流行したも
のなどを、イラストを使ってわかりやすく解説しています。
時代の節目に、「あの時の自分」を思い返してみませんか。　

『統計でふりかえる平成日本の 30 年』　
　「失われた時代」と呼ばれ続けた平成。実は驚くほど変
わっていた！人口や経済活動など国民の動きの結果である
統計をもとに、平成とはどのような時代だったのか考える
一冊です。

おかべ たかし 文　山
や ま で

出 高
た か し

士 写真／東京書籍

（一般書）所蔵館　中央

（一般書）所蔵館　中央

（一般書）所蔵館　中央

ケン・サイトー　絵と文／ KADOKAWA

双葉社

　４月 30 日に天皇陛下が譲位をされ、翌 5 月１

日に皇太子さまが新天皇に即位されます。それ

に伴い年号が新しくなります。平成という 30 年

を振り返ってみませんか。

『ふってきました』
　もとした いづみ 文 / 石

い し い

井 聖
きよたか

岳 絵
講談社（所蔵館：勝連）

平成の30年を振り返る

「すずの会さんの楽しいおはなし会」
【日 時】4 月 20 日（土）午前 10 時 30 分～
【講 師】すずの会　　【場 所】石川図書館

「sropdrop（シロップドロップ）のおはなし会
　　　～楽しいうたとえほんのファンタジー♪～」

【日 時】５月 11 日（土）午後３時～（開場：午後２時 45 分～）
【講 師】sropdrop（シロップドロップ）
【場 所】中央図書館２階会議室
入場無料（定員 100 名・要整理券）

【整理券発行日】４月 20 日（土）午前 10 時～
【整理券発行場所】中央図書館・石川図書館・勝連図書館
※お問い合わせは、開催する各図書館にお願いします。

「りっかりっかとしょかん」オープニングセレモニー
【日 時】4 月 20 日（土）午後 2 時～
【場 所】中央図書館玄関前

「おはなし会」
【日 時】4 月 20 日（土）午後２時 45 分～
【講 師】朗読ボランティアすだち（優良読書グループ受賞）
【場 所】中央図書館２階会議室

「ウチナー漫画家・ももココロ作品展」
【期 間】４月 20 日（土）～５月 12 日（日）
【場 所】中央図書館１階フロア
※お問い合わせは、中央図書館にお願いします。

●うるま市に通勤・通学されているみなさまは、年度はじめに利用
カードの更新が必要です。
　来館時にカウンターで、お持ちの利用カードと必要な書類を提示
し、更新手続きを行ってください。

【更新手続きに必要な書類】
★図書館利用カード
★現住所が確認できるもの（運転免許証・保険証など）
★図書館指定の在勤（在学）証明書
　（図書館ホームページからダウンロード可）

☆館内利用者用コンピュータ端末およびホームページからご覧になれます。

中央館：始めよう！ガーデニング（一般）

　　　　おでかけしましょう♪（児童）

石川館：春うらら（一般）

　　　　学校がはじまるよ（児童）

勝連館：ゆかいな　ともだち

今月のおすすめ資料

行事案内（４月中旬～５月初旬）

★今月のテーマ★

行事 日時 サークル名等

中
央

おはなし会
４月13日（土）

午後３時～
図書館スタッフ

あかちゃんのための

おはなし会

４月18日（木）

午前11時～
すだち

石
川

おはなしワールド
４月27日（土）

午前10 時 30 分～
図書館スタッフ

勝
連

おはなし会
毎週金曜日

午前10 時 30 分～
ラビット

おはなしパラダイス
４月13日（土）

午前10 時 30 分～
ラビット

　今回は、民話のクイズを出すよ。３つの中から

答えを選んでね。答えを探しに図書館にきてね！

『まのいいりょうし』（小
お ざ わ

沢 正
ただし

 文／飯
い い の

野 和
かずよし

好 画／

教育画劇）で、りょうしがじめんからとびだしてい

るものをひっぱってみると、何がでてきたでしょう？

①やまいも　②にんじん　③うさぎ
問 題

ブックイズ!?

　図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで
たくさんの資料を展示・紹介しています。

ブックイズの答え：① やまいも

■ 毎週月曜日
■ 4 月 25 日（木）　館内整理日

■ 4 月 29 日（月）昭和の日～ 5 月７日（火）　館内整理日

図 書 館 休 館 日

図書館記念日（4月 30日）企画

こどもの読書週間行事
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ら
の
振
替
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

⑥
振
替
日
に
預
貯
金
残
高
不
足
等
に
よ
り
振

替
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
不
能
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関
に
て
納

付
し
て
く
だ
さ
い（
振
替
日
以
降
に
入
金
さ

れ
て
も
再
度
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　

納
付
済
み
デ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
で
確
認
可

能
に
な
る
ま
で
、４
日
～
２
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。
口
座
振
替
の
場
合
も
シ
ス
テ
ム
の
確
認

ま
で
３
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
が
急
ぎ
で
必
要
な
方
の
場

合
、
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類（
運
転
免
許
証

等
）と
、
納
付
し
た
こ
と
が
わ
か
る
領
収
書
や

通
帳（
口
座
振
替
後
、
記
帳
し
た
も
の
）を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
軽

自
動
車
税

　
琉
球
銀
行
、
沖
縄
銀
行
、
沖
縄
海
邦
銀
行
、

コ
ザ
信
用
金
庫
、
沖
縄
県
農
協
、
沖
縄
県
労
働

金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

市
内
の
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
の

窓
口
で
、
納
税
通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届

出
印
を
持
参
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
口
座
振
替
を
さ
れ
る
方

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
は
お
手
続
き
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

①
一
括
納
付（
全
納
）の
振
替
日
は
第
１
期
の
納

期
限
の
日
と
な
り
ま
す
。

②
年
度
の
途
中
か
ら
一
括
納
付（
全
納
）で
お
申

込
み
い
た
だ
い
た
場
合
、そ
の
年
度
は
期
別

で
の
振
替
と
な
り
、
次
年
度
よ
り
一
括
納
付

（
全
納
）の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

③
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、所
有
者
で
あ
る

納
税
義
務
者
名
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
車
両
単
位
で
は

な
く
個
人
単
位
と
な
り
ま
す
の
で
、
所
有

す
る
す
べ
て
の
車
両
が
口
座
振
替
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

⑤
お
申
込
み
か
ら
振
替
開
始
ま
で
１
～
２
か

月
ほ
ど
要
し
ま
す
の
で
、お
申
込
み
い
た
だ

い
た
時
期
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
期
別
か

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
等

平成31年度

市税等の納期限

固定資産税

市県民税

軽自動車税

市
税
等
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
が
可
能
な
金
融
機
関

申
し
込
み
方
法

納
税
関
係
証
明
書
が
必
要
な
方
へ

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

手続き簡単 !! ペイジー口座振替受付サービス

我がまちの取組みについて知る

①納税相談 ②納税等お知らせセンター
③滞納処分までの流れ

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

☎︎
９
７
３

 
-
 

１
０
９
９

期別 納期限

1期 平成31年  5月  7日（火）

2期 平成31年  7月31日（水）

3期 平成31年12月25日（水）

4期 平成32年  3月  2日（月）

期別 納期限

1期 平成31年  7月  1日（月）

2期 平成31年  9月  2日（月）

3期 平成31年10月31日（木）

4期 平成32年  1月31日（金）

納期限

平成31年5月31日（金）

　
市
で
は
、
納
付
が
便
利
な
市
税
等
の

口
座
振
替
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
口

座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
納
め
忘

れ
の
心
配
や
納
付
に
出
か
け
る
手
間
が

省
け
ま
す
。
口
座
振
替
手
続
き
後
は
翌

年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

納税課窓口ではキャッシュカードで簡単に口座振替
の申込みができるサービスも行っています。

　納税課では資産・収入

が無く、生活困窮等の事

情により納期限内での納

付が困難な方の納付方法

の相談を受けています。

特別な事情がある方は滞

納になる前に、すでに滞

納となっている方は滞納

処分を受ける前に、納付・

ご相談ください。

　現年度税を納め忘れてい

る市民に対して、『納税等お

知らせセンター』から納付

の呼びかけを行っています。

【必要書類】
　・納税通知書　・身分証明書

　　　　　　・金融機関のキャッシュカード

納期限
納め忘れがないように口座

振替を推奨しています。

督促
納期限を経過後、20日以内

に督促状を発送します。

催告
自主納付を促すために、電話・

文書等の催告を行います。

財産
調査

不動産、金融機関、勤務先、
取引先に対し、財産調査を行
います。

差押え
差押えした財産を公売・換価

を行い、滞納市税へ充てます。

Step.1 本人確認し、受付票を記入

Step.3 暗証番号入力

Step.2 専用端末にキャッシュカードを通す

Step.4 口座登録完了‼

【イメージ】
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地
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与

 

 4月号

平成 31 年度

うるま市公民館講座・ゆらてく講座年間計画一覧表

※講座の内容・開催月等、変更する場

合がございます。

詳細については毎月の広報うるまでお

知らせ致しますのでご確認下さい。

担　当
公民館

講座名 内　　容
開催月

（予定）

ゆ

ら

て

く

美しい
サンゴ礁生物入門

礁池に生きる生物を観察し、サン

ゴ礁のもたらす恵みとその環境を

守る大切さを学ぶ
6月

ペーパークイリング

紙を丸めて花や蝶、動物などを

作る技法。玄関などに飾るイン

テリアやメッセージカードを作成

する

6月

笑来笑来講演
（自分を磨く3 つの術）

ヒーリングライター米盛智恵子氏

をお招きし、子育てや人間関係の

悩みを解決するヒントを学ぶ
6月

男の本格中華 本格中華を学ぼう 7月

版画教室 楽しく自分らしい版画を作成する 8月

螺鈿細工教室
漆器に使われる装飾技法である

螺鈿の歴史と技法を学習し、作

品を作る

8月～
9月

子育てパパママ講座
パパ向けに離乳食レシピとベビー

マッサージ、 ママ向けにアロマタッ

チケアその他

9月～
10月

瞑想とヨガ
ヨガにより緊張した身体を開放し、

瞑想により心の緊張を開放する
10月～
11月

未来をひらく能力
トレーニング講座

意識をプラスに変え、心理障壁を

打ち破り、自己の目標・夢を実現

する力を育む脳科学と脳トレーニ

ング

10月～
11月

多肉観葉植物の
育て方

近年、肉厚の観葉植物に人気が

あるので栽培方法などを学ぶ
11月

断捨離
持たない豊かさ講座

家・部屋の収納の悩みを解決！

価値のあるものを残すための断

捨離を学ぶ
11月

みんなで作ろう
おいしいパン

お家でも作れるレシピを学ぶ 12月

石

川

地

区

公

民

館

うるまの
すぐりむん講座

津堅人参・もずく・黄金いも・オ

クラなど、うるま市の名産品を

使ったレシピを学ぶ

5月
6月

中医学健康講座
～薬に頼らない健康法～

テレビが伝えない食の真実など

を中医学を通して学び、免疫のあ

る身体作りを目指す

6月～
7月

語り継ごう
沖縄の伝統行事

親子で沖縄の伝統行事とそれに

まつわる料理や菓子を作る
8月～
12月

草木染で
生活にうるおい

身近な草木を使って染め、普段か

ら家庭で使うものに彩をつける
9月

終活とは
～残される子や孫のために～

お墓について・葬儀屋のあれこれ・

遺産相続などについて
10月

担　当
公民館

講座名 内　　容
開催月

（予定）

与

那

城

地

区

公

民

館

しまくとぅば講座
しまくとぅば ( 方言 ) を学ぶこと

で、沖縄独特の感性や表現を理

解し、学ぶ
6月

染め体験
触媒により色が変化する様子を

観察する自由研究のテーマに
7月

親子サイクリング
自転車に関する日常点検や交通

ルールを学び、海中道路をルート

に実践する
8月

サバイバル体験
電気や水道が当たり前に使えるあ

りがたさを非常食作りや火おこし

体験を通して学ぶ
8月

男の料理教室

介護等により男性でも自活するこ

とが求められる今、その手始めと

して簡単ななレシピや調理器具な

どを学習する

9月

闘牛入門
闘牛をもっと身近に感じよう（最

後にうるままつりの闘牛大会を見

学）
10月

勝

連

地

区

公

民

館

パソコンで
暑中見舞いを作ろう

パソコンを使って暑中見舞いを作

成する（初心者向け）
5月

沖縄のしきたり
（入門編）

沖縄のしきたりについて、宗派・

地域・家族により違いがあること

などを学ぶ
6月

親子
プログラミング講座

親子でプログラミングを学ぶ 8月

足もみで命薬
簡単で毎日続けられる足もみの基

本を学ぶ。家族や夫婦で学びコ

ミュニケーションの機会を増やす

9月
11月

楽しく歌おう
ボイストレーニング

腹式呼吸を学び、声を出すことで

ストレス解消、心身ともにリフレッ

シュ

10月～
11月

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。ご了承ください。
※受講料は無料ですが、講座によっては教材費を徴収する場合が
　ございます。お申し込みの際にご確認ください。

ゆらてく・公民館

講座のご案内

うるまのすぐりむん講座 パソコンで

暑中見舞いを作ろう！
（初心者向け）

【 日　 時 】5 月 13・15・17・20・22 日

　　　　　 午後２時～午後４時

　　　　　（月・水・金曜日）

【 場　 所 】勝連地区公民館

【 講　 師 】小
こ い け

池みさお 氏

【 定　 員 】一般成人 15 名

【受付期間】４月 26 日 ( 金 ) まで

◆お問い合わせ・お申込先◆　石川地区公民館  ☎ 964-3433

【 日　 時 】5 月 17・24・31 日・  6 月 7 日

　　　　　 午前 10 時～午後 1 時

　　　　　（毎週金曜日）

【 場　 所 】石川地区公民館

【 講　 師 】新
あらさき

崎 亜
あ こ

子　氏

【 定　 員 】一般成人 20 名

【受付期間】5 月 7 日 ( 火 ) まで

うるま市の名産品（津堅人参・もずく・黄金いも・

オクラなど）を使ったレシピを学ぶ

◆お問い合わせ・お申込先◆　勝連地区公民館  ☎ 978-7194

受講生募集！
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こんなときには国保課に届出が必要です‼

こんなとき 必要なもの

○ 別世帯の方が窓口に来る場合は、委任状が必要です

○ 各出張所でも、上記の手続きが行えます

○ 平日の毎週木曜日は国民健康保険課本庁窓口のみ、夜８時まで受付しています

○ 届出には個人番号（マイナンバー）の記入が必要です

≪ 国保に加入する届出が遅れると ≫

届出が遅れている間の医療費はやむを得ない理由がない限り、全額自己負担になります。

届出をした日からではなく、加入資格を得た時点までさかのぼって保険税を納めます。

≪ 国保をやめる届出が遅れると ≫

国保の資格がなくなっているのに届出が遅れると、保険証が手元にあるので、それを使って診療

をうけてしまう場合があります。このようなときは、国保で負担した医療費はあとで返していた

だくことになります。

国民健康保険課からのお知らせ

≪ 国保税は期限内に納めましょう ≫

保険税は、医療費にあてられる国保の大切な財源です。必ず期限内に納めましょう。納付が難し

いときは本庁窓口へご相談ください。

国
保
に
加
入
す
る

国
保
を
や
め
る

そ
の
他

【お問合せ先】　国民健康保険　☎973‒3202

身分証

身分証、社会保険資格喪失証明書

身分証、印かん、保険証、分娩費用明細書、世帯
主の通帳（※直接支払制度を利用していない方は
お問い合わせください）

身分証、保護廃止決定通知書

在留カードまたはパスポート

保険証、身分証、印かん

保険証、職場の健康保険証、または加入したこと
を証明するもの

保険証、身分証、喪主の印かん、喪主の通帳

保険証、身分証、保護開始決定通知書

保険証、在留カードまたはパスポート

保険証、身分証

保険証、身分証、在学・在園証明書等

身分証

保険証、身分証

うるま市に転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき（退職したとき）
家族の扶養をはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国人で入国したとき（短期滞在者を除く）

うるま市から転出するとき

職場の健康保険に入ったとき（就職したとき）
家族の扶養になったとき

亡くなったとき

生活保護を受けたとき

外国人で出国するとき（短期滞在者を除く）

転居、世帯主、氏名等が変わったとき

保険証を紛失したとき

保険証が汚損・破損したとき

修学や施設入所のため、他市町村に住むとき
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 4月号

④補助金交付の申請および決定前に合併処理

浄化槽の設置工事に着手した者

⑤販売の目的で住宅を建築する者

うるま市 下水道課からのお知らせ

合併処理浄化槽設置補助金制度について
河川の水質向上を図るために有効な『合併処理浄化槽』の設置費用に対する補助を行っています。

【対象数】13基（５人槽のみ）　　　　　　【補助限度額】50万円
【事前申込期間】４月１日（月）～５月 31日（金）
※事前申込数が対象数を超えた場合は抽選を行います

（事前申込期間終了後、対象数に達しない場合は先着順で受け付けを行います）。

【対象地域】

・公共下水道事業計画区域外の地域

・公共下水道事業計画区域内で、７年以上下水道の整備が見込まれない地域

【補助金対象者】

・補助決定から当該年度の２月末日までに設置工事を完了し実績報告の提出ができる方が対象です。

《次の場合は補助対象外となります》
①浄化槽法、建築基準法等の関連している法令に違反している場合

②土地、住宅等を借りている者で、賃貸人の承諾が得られない者

③市税を滞納している者

　公共下水道接続により、快適な生活環境の確保・公共用水域の水質汚濁防止及び浄化の促進

を目的とし、排水設備工事 [ 新築工事や農業集落排水事業（津堅島）を除く ] を行う者に対し、

補助金を交付します。

　受付は４月１日からとし、工事が当該年度の１月末日までに終了するものが対象となります

（ただし予算に達し次第終了いたします）。

【補助金対象者】

①公共下水道へ接続できる区域内、建物の所有者または住居者、もしくは土地の所有者

②国、県または市の同様な制度による補助を受けていない者

③市税を滞納していないこと（完納証明書）

下水道排水設備指定工事店一覧は市ホームページで公開しています。
右記のQRコードからご確認ください。

詳しくは市ホームページをご覧ください。右記QRコードからご確認いただけます。

【申込先 /お問い合わせ】下水道課　排水設備係（水道庁舎内）　☎ 973-7977

【申込先 /お問い合わせ】下水道課　排水設備係（水道庁舎内）　☎ 973-7977

公共下水道接続工事の補助金制度のご案内

合併処理浄化槽から

下水道切替工事を行う場合

単独処理浄化槽またはくみ取り式便所から

下水道切替工事を行う場合

工事費最大で５万円 工事費最大で10万円

注意 !!　下水道接続工事は、指定工事店でなければできません。
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●ごみ収集日程表

●ごみ収集日程表

●ごみ収集日程表

●ごみ収集日程表

ペットボトル 空き缶

地
区 回収地域

資源ごみ

毎　週

毎　週

月・木

月

月

火

火

水

水

木月

木

木

金

金

土

土

水

水

月

月

金

金

水

土

土

木

木

火

火

水

土

土

金

木

木

土

土

土

木

水

水

火

月

月

水

水

水

月

月・木

月・木

火・金

火・金

水・土

水・土

A

B

C

月2回

東山２丁目、港区
（赤崎１．２．３丁目、白浜１丁目）

曙区
（曙１．２．３丁目）

美原区、東恩納区、前原区
（サンエー前わかば通りより東側）

前原区（サンエー前わかば通りより西側）

伊波区（福祉センター消防坂通り～山城サワフジ東側）

伊波区（福祉センター消防坂通り～山城サワフジ西側）

山城区、嘉手苅区、県営伊波団地

宮前区（石川１丁目）

松島区
中央区、城北（南栄通り北側）

南栄区（南栄通り北側、白浜２丁目）

南栄区（南栄通り南側）

城北区（南栄通り南側）

東山１丁目、東山本町

屋慶名（東）

屋慶名（西下）

屋慶名（西上）

饒辺、安勢理

西原、与那城

桃原、上原、平安座

照間、宮城、池味、伊計

平敷屋（上）

平敷屋（下）

平安名

津　堅

南風原

浜・比嘉

注意点③

内　間
注意点①、②

①与勝高校、BG海洋センター周辺は です。

②旧勝連幼稚園の通り及び周辺は です。

③新里商店、平敷屋売店向かいの真栄里商店の通り、旧盛根商店までは

　 になります

地
区 回収地域

資源ごみ

毎　週

毎　週

月・木 第1・第3
水

第2・第4
水

第2・第4
月

第2・第4
月

第2・第4
水

第1・第3
火

第1・第3
水

第1・第3
水

第1・第3
水

第1・第3
月

第1・第3
水

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
金

第1・第3
金

水

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
月

第1・第3
火

第1・第3
火

第1・第3
水

第1・第3
水

月・木

月・木

火・金

火・金

水・土

水・土

D

E

F

G

月2回

地
区

宮
森
校
区

城
前
校
区

伊
波
校
区

回収地域

資源ごみ

毎　週

毎　週

A

B

C

D

E

F

G

H

I

火・金

火・金

火・金

月・木

月・木

月・木

水・土

水・土

水・土

月2回

地
区 回収地域

資源ごみ

毎　週

毎　週

月・木 火　金

水　土

木　月

火・金

水・土

A

B

C

月2回

※同じ字でも、県道を境に収集地域が分かれている地域がありますので、
　詳細については、環境課までお問い合わせください。

第2・第4
火

第2・第4
水

第2・第4
木

平良川一部、兼箇段、上平良川

一部、喜屋武一部、志林川一部、

赤道一部、新赤道、江洲一部、栄

野比一部、川崎一部、西原一部、

安慶名一部、米原、高江洲一部

前原、喜仲、上平良川一部、平良川一

部、具志川一部、志林川一部、喜屋武

一部、田場一部、川田、塩屋、大田一

部、上江洲一部、豊原、高江洲一部、

赤道一部、宮里、江洲一部、仲嶺

具志川一部、西原一部、大田

一部、みどり町１丁目～６丁目、

田場一部、昆布、天願、栄野比

一部、安慶名一部、平良川一

部、川崎一部、宇堅、赤野

● ごみは、必ず収集日当日の までに出しましょう。

● 古紙類は必ず 十字にしばって出しましょう。

● ペットボトルの と は必ず外しましょう。

環境課　☎９７３－５５９４

もえる

ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

一部収集区域の注意点
内間区域

内間区域

平敷屋（上）の区域

もえる

ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

もえる

ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

もえる

ごみ

もえない
ごみ

有害ごみ 缶
ペット
ボトル

古紙
衣類
ビン

ごみの正しい分け方・出し方
朝８時

紙ひもで

ふた ラベル

ごみ収集曜日一覧（地域別）

与那城地域

勝連地域

石川地域

具志川地域
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2019  4月号
21

【問】問合せ

infomation うるま市役所　総合案内　TEL.974-3111　FAX.973-9819

　

映
像
を
見
な
が
ら
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
有

酸
素
運
動
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
運
動

が
初
め
て
の
方
、
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
。

簡
単
な
体
操
か
ら
筋
力
ア
ッ
プ
ま
で
！
健
康

的
な
体
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】
４
月
19
日（
金
）～
５
月
31
日（
金
）

　
　
　

  

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

※
毎
週
金
曜
日
（
５
月
３
日
は
お
休
み
）

【
場
所
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん
３
階

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方

【
申
込
方
法
】
お
電
話
に
て
お
申
込
み
。

【
申
込
先
／
問
】
保
健
事
業
係
☎
９
７
３

－
４
９
６
０

　

 

　

自
身
の
体
の
状
態
に
気
づ
き
、
身
体
の
緊

張
を
緩
め
腰
痛
、
膝
痛
、
肩
痛
、
そ
の
他
の

痛
み
の
改
善
と
予
防
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
13
日（
月
）～
７
月
８
日（
月
）

　
　
　

  

午
後
３
時
45
分
～
５
時
15
分

　
　
　

  

※
毎
週
月
曜
日

【
場
所
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん　

　
　
　

 

１
階
う
る
み
ん
ス
タ
ジ
オ

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方　

【
定
員
】
30
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
期
限
】
４
月
26
日（
金
）ま
で

【
申
込
方
法
】
お
電
話
か
、
窓
口
に
て

【
申
込
先
／
問
】
保
健
事
業
係
☎
９
７
３

－

４
９
６
０

　　

今
年
度
も
５
月
か
ら
集
団
健
診
が
始
ま
り

ま
す
。
ご
都
合
の
い
い
日
程
を
選
ん
で
、
是

非
と
も
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

①
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

③
市
内
在
住
の
19
歳
～
39
歳
の
方

※
生
活
保
護
世
帯
は
19
歳
以
上

【
持
参
物
】

①
40
歳
以
上
国
保
加
入
者

・
被
保
険
者
証
（
特
定
健
診
受
診
券
一
体
型
）

・
が
ん
検
診
は
が
き

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

・
被
保
険
者
証

・
長
寿
健
診
受
診
券

・
が
ん
検
診
は
が
き

③
市
内
在
住
の
19
歳
～
39
歳
の
方

　

（
19
歳
以
上
の
生
活
保
護
世
帯
含
む
）

・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

・
が
ん
検
診
は
が
き

【
問
】
保
健
事
業
係 

☎
９
７
３

－

４
９
６
０

イベント情報や各種講演会など、

市役所からの大切なお知らせです。

詳細については、各お問い合わせ

先へご確認ください。

市役所
総合案内

TEL 974-3111

FAX 973-9819

がん検診をうけましょうがん検診をうけましょう
健康だからこそ！

【お問い合わせ先】健康支援課　保健事業係　９７３－４９６０【お問い合わせ先】健康支援課　保健事業係　９７３－４９６０

　これまでうるま市では、集団健診会場のみがん検診を行ってきましたが、平成 31 年度よりがん個別

検診を実施します。下記の医療機関にて、がん個別検診が受診できますので、事前に予約の上、受診

してください。また、受診券は、4 月末までには市民の皆様に届くよう発送しますので、詳細は、受診

券をご覧ください。

【検査項目】

・肺がん検診（X線 /喀痰検査）

・胃がん検診（バリウム /胃カメラ）

・大腸がん検査

【対象者】40 歳以上

【持ち物】

・がん検診受診券

・健康保険証または、その他身分証

・自己負担額

※非課税世帯（40歳以上）・後期高齢被保険

者の方は、自己負担額が無料になります。

※19 歳～ 39 歳の方、生活保護受給者の方

のがん検診は、集団健診会場のみの実施

となりますので、ご了承ください。

がん個別検診医療機関一覧表

がん個別検診自己負担額

※他、40以上の医療機関にて受診できます。詳細は、健康支援課にお問い合わせください。

医療機関名

みどり町クリニック

いわした内科クリニック

大嶺医院

みのり内科クリニック

ちばなクリニック

中部徳洲会病院

電話番号

972-3858

982-6666

973-1125

965-7770

939-5477

932-7555

胃がん検診
大腸がん

検診

肺がん検診

700円500円 1,000円 1,600円 追加料金

バリウム
検査

胃カメラ胸部X線
検査

自己負担額

喀痰
検査

早期発見！

早期治療！

健
康
支
援
課  

☎
９
７
３

－

４
９
６
０

①
健
康
L
i
f
e 

J
O
Y
B
E
A
T
教
室

③
５
月
の
集
団
健
診
の
ご
案
内

②
動
作
法
教
室

【集団健診日程】
日　程 場　所 対象行政区

5 月 16 日 木
なかきす児童

センター
豊原

5 月 27 日 月 石川前原公民館 石川前原

5 月 29 日 水 赤道公民館 赤道

【受付時間】午前 8 時 30 分～ 11 時まで

【受付方法】当日受付

※対象行政区外に居住している方も受診可能です。
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【問】問合せ

【広報紙電子書籍アプリ「マチイロ」】スマホでアプリをダウンロードし、居住地を「うるま市」で設定してください。

　

Ｕ
字
型
ご
み
袋
の
販
売
を
７
月
１
日
よ
り

開
始
し
ま
す
。
Ｕ
字
型
ご
み
袋
の
販
売
が
開
始

さ
れ
る
の
は
可
燃
ご
み
袋
の
中
サ
イ
ズ
の
み

と
な
り
、他
の
種
類
に
関
し
て
は
現
在
販
売
さ

れ
て
い
る
形
状（
平
型
）の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
Ｕ
字
型
可
燃
ご
み
袋
の
中
サ
イ
ズ

は
Ｕ
字
型
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
が
、
Ｕ
字

型
ご
み
袋
販
売
開
始
後
の
７
月
１
日
以
降
も

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
平
型
の
タ
イ
プ
は
従

来
通
り
使
用
可
能
で
す
。

【
問
】
環
境
課　

☎
９
７
３

−

５
５
９
４

　

環
境
課
で
は
、「
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
）

及
び
処
理
容
器
」
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
市
内
の
販
売
店
で
購
入
後
に
環
境
課
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
】

処
理
機
及
び
処
理
容
器
１
基
当
た
り
の
購
入

額
の
２
分
の
１
を
助
成
（
最
大
処
理
機
３
万

円
、
処
理
容
器
３
千
円
）。

※
処
理
機
は
一
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で
。

※
処
理
容
器
は
１
世
帯
２
基
ま
で
。

【
対
象
】
う
る
ま
市
に
住
所
を
有
し
、
１
年

以
上
居
住
し
て
い
て
市
税
等
で
滞
納
の
な
い

方
（
以
前
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
５
年
を

経
過
し
て
い
な
い
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

【
申
請
時
に
必
要
な
も
の
】

①
購
入
奨
励
助
成
金
交
付
申
請
書

②
購
入
・
設
置
証
明
書　

③
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

④
添
付
書
類
（
住
民
票
謄
本
・
市
税
等
の
完

納
証
明
書
・
領
収
書
）

【
申
込
先
／
問
】
環
境
課
☎
９
７
３

−

５
５
９
４

　
　

　

『
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
』
と

は
、
”
も
っ
と
広
い
世
界
を
見
て
自
分
の
人
生
を

考
え
た
い
！
”
な
ど
、熱
い
思
い
を
持
っ
た
次
世

代
を
担
う
若
者
が
集
い
、世
界
で
活
躍
す
る
一
流

の
講
師
陣
か
ら
学
び
、仲
間
と
考
え
議
論
す
る
、

刺
激
的
な
14

日
間
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　

う
る
ま
市
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
に
参
加
す

る
、志
の
高
い
高
校
生
を

応
援
す
る
た
め
、参
加
費

の
補
助
金
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す（
※
選
考
有

り
）。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

※
一
部
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 　

詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
開
催
日
程
】

　

７
月
26
日（
金
）～
８
月
８
日（
木
）
14
日
間

【
開
催
場
所
】
福
岡
県
宗
像
市

　
　
　
　
　

  

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ

【
対
象
者
】
市
内
在
住
か
つ
県
内
高
校
に
在
学

中
の
１
～
３
年
生　

【
対
象
人
数
】
２
人

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日（
月
）
～
５
月
８
日

（
水
） 

必
着

【
応
募
方
法
】

　

応
募
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
商
工

労
政
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
下
さ
い
。

※
応
募
書
類
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
担
当
課
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

【
郵
送
先
】
〒
９
０
４

−

２
２
９
２

う
る
ま
市
み
ど
り
町
一
丁
目
１
番
１
号

商
工
労
政
課　

雇
用
推
進
係　

宛

【
問
】
商
工
労
政
課
雇
用
推
進
係

担
当
：
久
高
・
上
原　

☎
９
２
３

−

７
６
３
４

　

②
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び

　

処
理
容
器
購
入
助
成
金
に
つ
い
て

環
境
課  
☎
９
７
３

－

５
５
９
４

①
Ｕ
字
型
可
燃
ご
み
袋
販
売
開
始

商
工
労
政
課  

☎
９
２
３

－

７
６
３
４

平
成
31
年
度
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
う
る
ま
市
推
薦
枠
の
お
知
ら
せ

ゴールデンウィーク  うるま市からのお知らせ

今年のゴールデンウィークは 10連休という大型連休となります。

連休中の市の業務や各課からのお知らせを掲載いたします。
○：開館・実施　×：休館・未実施

日

曜日

市役所本庁舎（東棟・西棟）、石川庁舎、与那城出張所、
勝連出張所

中央図書館・石川図書館・勝連図書館

海の文化資料館・石川歴史民俗資料館

与那城歴史民俗資料館

ゴミ収集について

ごみの自己搬入について

市民課：☎：973-3206
管財課：☎：973-5403

図書館：☎：974-1112

環境課：☎：973-5594

文化財課：☎：923-7182

4 月

27日

水 木 金 土 日 月

本庁舎東棟にて、通常の休日同様、

戸籍の届け出受付ております。

4 月 26 日 午後 4 時までに環境課にて申請
手続きをお願いいたします。

4 月 25 日と 5 月 7 日は休館

5 月 7 日は休館

土 日 月 火

×

×

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

×

×

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

28日 29日 30日 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日

５月

お問合せ先㊟

ＧＷ中の医療機関への受診について

　今年度のＧＷは例年より長くなります。特

に小さなお子様がいらっしゃるご家庭や通院

中の方等は、ＧＷ前に次のことを確認され、各

家庭においても大型連休にお備えください。

① かかりつけの医療機関の連休中の開院日

　（休診日）

② 薬の処方など、治療中の方は必要な相談や

　 調整について　等

※ＧＷ中の県内は観光客が増加し、救急医療機関も混み

合うことが予想されますので、十分ご留意ください。

ＧＷ中の児童虐待通報・ＤＶ相談について

〔児童虐待通報〕（24時間対応）

　「子どもの泣き声や怒鳴り声がよく聞こえる、虐待を受けているのかな？」「子育て

が辛くて子どもに手をあげてしまいそう」など、児童虐待に関する相談。

子ども虐待ホットライン：☎８８６－２９００

児童相談所全国共通ダイヤル：☎１８９

警察安全相談：♯９１１０または、☎８６３－９１１０（緊急時は11０番）

〔ＤＶ相談〕（24時間対応）

　配偶者等からの暴力に関する相談。

警察安全相談：♯９１１０または、☎８６３－９１１０（緊急時は11０番）

配偶者暴力相談支援センター：☎８５４－１１７２
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【問】問合せ

【市公式 LINE】LINE の公式アカウント検索で「沖縄県うるま市」と検索し友達追加登録してください。

　

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
身
体
・
知
的
・

精
神
障
が
い
者
や
、
障
が
い
者
等
と
生
計
を

同
じ
く
す
る
方
で
そ
の
障
が
い
者
等
の
た
め

に
使
用
す
る
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
軽
自
動
車
に
か
か
る
税
金
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

要
件
や
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
市
民

税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　

５
月
７
日（
火
）～
31
日（
金
）

　

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

【
受
付
場
所
／
問
】

　

市
民
税
課
（
本
庁
舎
東
棟
１
階
）

　

☎
９
７
３

−

５
３
８
２

　

体
育
施
設
の
管
理
・
運
営
業
務
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
４
月
よ

り
左
記
の
事
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
平
成
31

年
４
月
１
日

か
ら
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

《
具
志
川
地
区
、
石
川
地
区
、
勝
連
地
区
》

【
指
定
管
理
者
名
】

う
る
ま
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

《
与
那
城
地
区
》

【
指
定
管
理
者
名
】

Ｕ
Ｓ
Ｅ
う
る
ま
ス
ペ
ー
ス

株
式
会
社

　

本
事
業
で
は
、
農
業
経
営
開
始
５
年
度
以

内
の
新
規
就
農
者
の
営
農
定
着
を
目
的
に
、

経
営
安
定
に
必
要
な
農
業
機
械
・
農
業
施
設

等
の
初
期
導
入
費
用
に
対
す
る
一
部
助
成
を
行

い
ま
す
。
本
事
業
の
対
象
要
件
に
つ
き
ま
し
て

は
農
政
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
率
】

事
業
費
の
10
分
の
８
以
内
（
上
限
８
０
０
万

円
）
※
消
費
税
等
相
当
額
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
提
出
期
間
】

　
４
月
22
日（
月
）～
５
月
20
日
（
月
）

【
提
出
資
料
】
助
成
を
要
望
す
る
農
業
機
械
・

農
業
施
設
等
の
２
社
以
上
の
見
積
書
（
同
じ

条
件
で
見
積
も
る
こ
と
。）

【
提
出
先
／
問
】

　

農
政
課　

☎
９
２
３

−

７
６
０
７

　県産豚肉をはじめとする食肉は、「安全、安心、美味しい」

食品として、市民の皆さまや国内外の観光客の方にも大切な

品目となっています。沖縄には、食肉を生産するため、牛や

豚などの家畜が広い範囲で飼われていますが、一度に多くの

牛や豚が罹ってしまう伝染病の発生には注意が必要です。

海外から伝染病の侵入を防ぐ

　家畜の伝染病には、一度発生すると地域経済への影響が甚

大となる病気として口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ、ア

フリカ豚コレラ、豚コレラなどがあります。

海外からの伝染病の侵入を防止するため、

発生地域からの豚肉や牛肉の輸入が法律で

禁止されています。

海外旅行者の方へ

　ゴールデンウィークで海外旅行へ行かれる方も多くなる

かと思います。海外旅行に行った際には輸入が禁止されてい

る食肉を買わないようお願いします。

　また、渡航先で使用したゴルフシューズ等の履物につい

た土や泥から家畜伝染病のウイルスが持ち込まれる場合も

あります。靴底消毒の徹底をお願いします。

沖縄の   や   を守ろう！牛 豚沖縄の   や   を守ろう！牛 豚

農
政
課 

☎
９
２
３

－
７
６
０
７

新
規
就
農
一
貫
支
援
事
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

ノニ

う
る
ま
市
の
活
性
化
の
た
め

何
が
で
き
る
の
か
。

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
緑
色
の
実
は
少
々
不

気
味
な
見
た
目
。
体
に
良
い
と
さ

れ
る
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
は
ご
存
知
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同

時
に
、
と
て
も
ク
セ
が
強
く
、
飲
み

づ
ら
い
イ
メ
ー
ジ
も
多
く
の
方
が

持
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

ノ
ニ
を
う
る
ま
市
で
栽
培
・
加
工
を

行
っ
て
い
る
の
が
た
い
よ
う
だ
。
工
場

長
の
平
良
氏
に
今
回
話
を
伺
っ
た
。 

た
い
よ
う
が
工
場
を
構
え
る
宇
堅

と
い
う
地
区
は
、
荒
地
が
多
く
農

作
物
を
育
て
る
の
に
は
苦
労
す
る

土
壌
。
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
、
あ

ま
り
手
間
の
か
か
ら
な
い
農
作
物

で
あ
る
ノ
ニ
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
増
加
に

繋
が
れ
ば
と
平
良
は
話
す
。

１
０
０
％
沖
縄
県
産
、

品
質
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た

た
い
よ
う
の
ノ
ニ

た
い
よ
う
で
は
し
っ
か
り
検
品
を

行
い
、
常
に
高
品
質
の
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス

を
製
造
し
て
い
る
。
五
十
名
ほ
ど
の

契
約
農
家
か
ら
綺
麗
に
洗
浄
さ
れ

た
状
態
の
ノ
ニ
が
納
品
さ
れ
る
が
、

ま
ず
は
平
良
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が

入
る
。
ノ
ニ
は
熟
す
と
白
く
な
る
性

質
を
持
つ
。
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
青

い
ま
ま
の
ノ
ニ
の
実
を
ジ
ュ
ー
ス
に

し
て
し
ま
う
と
、
酸
味
が
強
く
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
ま
ず
は
色
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
厳
し
い
検
品

に
合
格
し
た
実
が
よ
う
や
く
工
場

で
の
製
造
工
程
へ
進
む
。
実
を
絞
る

訳
で
は
な
く
三
ヶ
月
か
け
て
じ
っ
く

り
と
実
か
ら
自
然
に
出
て
く
る
エ

キ
ス
を
抽
出
し
、
そ
れ
か
ら
一
年
以

上
じ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
て
よ
う

や
く
ノ
ニ
ジ
ュ
ー
ス
が
出
来
上
が

る
。
大
勢
の
契
約
農
家
を
取
り

ま
と
め
、
出
来
の
良
か
っ
た
畑
を

見
学
し
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、

常
に
高
い
品
質
に
こ
だ
わ
る
姿

勢
は
ま
さ
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
。一
見
気
難
し
そ
う
な
彼
だ

が
、
時
折
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔

を
交
え
て
熱
く
語
っ
て

く
れ
た
。
う
る
ま
市
を

代
表
す
る
特
産
品
に
な

り
つ
つ
あ
る
、
た
い
よ
う

の
ノ
ニ
シ
リ
ー
ズ
。
今
後

も
目
が
離
せ
な
い
。

たいよう  工場長

平良 俊光さん

完熟したノニの実だけを使用しまろやかな味

に仕上げたノニジュース「のに元気」。JAS

認証取得の「オーガニックのに」も人気商品。

うるま市字宇堅135-1       098-973-3814

Company Info

Product 2

農業生法人 有限会社たいよう

苗から栽培・育成。

ジュース製造まで

市
民
税
課  
☎
９
７
３

－

５
３
８
２

身
体
障
が
い
者
に
対
す
る

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

☎
９
８
９

－

３
１
１
０

体
育
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

HPはこちらから！
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【問】問合せ

【市公式 Facebook】友達検索で「うるま市」を検索し登録してください。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

ひ
と
り
親
世
帯
等
の
新
小
学
１
年
生
に
対

し
て
、
激
励
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
激
励
金
】
児
童
ひ
と
り
に
つ
き
、
５
千
円

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
新
小
学
１
年
生
（
市
外
の

小
学
校
に
通
学
す
る
新
小
学
１
年
生
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
）

①
母
子
世
帯

②
父
子
世
帯

③
そ
の
他
、
祖
父
母
等
が
養
育
し
て
い
る
世
帯

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

【
申
請
方
法
】
各
小
学
校
に
申
請
書
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
・
支
所
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

４
月
９
日
（
火
）
～
23
日
（
火
）

【
申
込
先
／
問
】
う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所　
　
　

  

☎
９
７
３

－

５
４
５
９

・
石
川
支
所　

  

☎
９
６
４

－

２
４
９
４

・
勝
連
支
所　

  

☎
９
７
８

－

５
９
１
４

・
与
那
城
支
所  

☎
９
７
８

－

０
０
１
１

　
　

　
　

　

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
が
い
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

２
０
１
９
年
５
月
16
日
（
木
）
～

　

２
０
２
０
年
３
月
５
日
（
木
）　

　

午
後
２
時
～
４
時
（
全
40
回
）

【
場
所
】

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん
２
階

　

第
２
交
流
室

【
対
象
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
手
話

に
興
味
が
あ
り
、
終
了
後
、
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方

【
定
員
】
20
人

【
参
加
料
】
無
料　
　

　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
負
担

【
申
込
期
限
】
４
月
26
日
（
金
）

【
申
込
方
法
】

　

市
社
協
窓
口
ま
た
は
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み

【
申
込
先
／
問
】

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

担
当

:

高
山

　

☎
９
７
３

－

５
４
５
９

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
７
３

－

５
４
５
９

ひ
と
り
親
世
帯
等
新
入
学
児
童
激
励
事
業

地域活動支援助成事業募集
募集期間：平成31年４月１日（月）～5月 10日（金）
　うるま市では、地域が主役のまちづくり、協働のまちづくりに向けた市民の意識の高揚と市民参画を図ることを目的と
した「うるま市地域活動支援助成事業」を実施し、うるま市において自治会や NPO、ボランティア団体などが実施する
主体的、公益的な地域活動を支援しています。
　みなさんの地域がこんな風になったらいいなぁ～という思いを実現するために問題や課題に取り組むため、地域のみな
さん（団体）で行う事業であれば、事業内容は自由です。

助成額：上限 20万円 （20 万円以下の事業でも申請可能です。）

要綱・要領・様式等は市民協働課で配布するほか、うるま市HPからもダウンロードすることが出来ます。

☆★☆　平成 30年度活動報告会を開催します　☆★☆

開催日時：4月 13日（土）午後1時 30分～ 4時 30分　　場所：うるま市役所　東棟３階大講堂
※報告会終了後、希望する団体へ申請方法の説明を行います。受付でお申し出ください。

助成金に関するお問合せは　市民部市民協働課 TEL： 973-5487
ホームページは「うるま市→トップページ→行財政・地域コミュニティ→自治会・民生委員・市民活動・非営利団体→市民・
非営利団体→うるま市地域活動支援助成事業」 をご覧ください。

地域活動団体の要件は･･･地域活動団体の要件は･･･

①主たる活動の場がうるま市にある団体

②３人以上が、市内に在住する成人で構成される団体

③会則等が整備され、会計面を含めた運営等が適正に行

われている団体

④前年度において本助成事業の助成を受けていない団体

①地域課題の解決を図る事業

②地域コミュニティの活性化に資する事業

③地域や市の特徴を生かし、その魅力を高める事業

④その他市長が適当と認めた事業

※詳しい内容については要綱・要領をご確認ください。

対象となる事業は･･･対象となる事業は･･･

障
が
い
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
　
受
講
者
募
集

マイナンバーカードの

休日交付日

 《4 月》

7日（日）、27日（土）

28日（日）

※交付通知が届いた方のみです。

※事前予約が必要ですので、電話予約

のうえお越しください。

【問】市民課　☎989–5410
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【問】問合せ

市の魅力を詰め込んだ市公式動画を公開しています。 うるま市　動画

　
　

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
沖
展
選
抜
展
」
を
今
年
も

開
催
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
11
日（
木
）～
17
日（
水
）

　
　
　

  

午
前
10
時
～
午
後
６
時

           

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
場
所
】
生
涯
学
習
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー  

ゆ
ら
て
く

【
入
場
料
】
無
料

【
問
】
生
涯
学
習
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　

  

文
化
振
興
係　

☎
９
２
３

−

１
５
７
１

①市民無料法律相談 【問】市民協働課　☎ 973-5487

と　き：4 月 11 日（木）、18 日（木）、25 日（木）

　　　　午後２時～午後４時

ところ：本庁舎東棟１階　市民相談室

※法律相談を受けることができるのは８人までです。

※電話、直接窓口での事前予約が可能です。（前月から予約可）

【４月相談日】前月から予約可能

【５月以降の相談日】相談日の２週間前から予約可能

※電話での予約はうるま市役所市民協働課までお願いします。

②行政相談 【問】市民協働課　☎ 973-5487　

　行政などへの苦情や意見、要望を受け、更生・中立の立場から、

その解決や実現を促進するとともに、行政の制度や運営の改善に生

かす仕組みです。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　き：4 月 23 日（火）午後 1 時 30 分～午後 4 時

＊日程変更の場合がありますので、市民協働課へお問い合わせ

ください。

ところ： 本庁舎東棟　１階　市民相談室

　　　
③人権相談 【問】市民協働課　☎ 973-5487

　近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権

に関する相談を行います。

と　き : 4 月 23 日（火）午前 10 時～午後 4 時

　　　　（正午～午後１時を除く）

※日程変更の場合がありますので、市民協働課へお問い合わせ

ください。

ところ：本庁舎東棟　１階　市民相談室

④家庭児童相談 【問】児童家庭課　☎ 973-5041　

　家庭における子育ての悩みを相談員が一緒に考えます。

と　き ：【平日】午前 8 時 30 分～午後 5 時

ところ：本庁舎東棟 2 階　児童家庭課

⑤女性相談 【問】児童家庭課　☎ 973-5041　

　離婚、ＤＶなど女性が抱える悩みを相談員が一緒に考えます。

と　き ： 【平日】午前 8 時 30 分～午後 5 時

ところ：本庁舎東棟 2 階　児童家庭課

⑥青少年相談 【問】青少年センター　☎ 923-7102　

　非行や不登校など、青少年やご家族が抱えている悩みに関する

相談を行います。また、18 歳未満への学習や就労へのお手伝い

をします。

と　き：【平日】午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）

ところ： 本庁舎西棟３階　青少年センター

うるま市民無料相談所の開設について

　　

４
月
か
ら
『
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
が
始
ま

り
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
妊
婦
及
び
生
後
３

か
月
程
度
の
乳
児
の
保
護
者
。

【
実
施
場
所
】
市
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
調
整
中
）

【
内
容
】
交
流
会
・
育
児
相
談
・
子
育
て
の
お
話
な
ど

を
助
産
師
・
保
健
師
・
母
子
保
健
推
進
員
等
が
実
施
。

【
参
加
費
】
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
う
る
ま
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
う
る
ま
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

  

☎
９
２
３

−

７
６
０
９

　

４
月
よ
り
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
産
後
４
か
月
ま
で

の
産
婦
を
対
象
に『
産
後
ケ
ア
事
業
』が
始
ま
り
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

①
母
親
の
身
体
的
ケ
ア
及
び
保
健
指
導
、
栄
養
指
導
。

②
母
親
の
心
理
的
ケ
ア
。

③
適
切
な
授
乳
が
実
施
で
き
る
た
め
の
ケ
ア（
乳
房
ケ
ア
含
む
）

④
育
児
の
手
技
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
指
導
及
び
相

談
（
沐
浴
、
抱
き
方
等
）

⑤
生
活
の
相
談
・
支
援
（
宿
泊
の
み
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

  

☎
９
２
３

−

７
６
０
９　
　

生
涯
学
習
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
９
２
３

－

１
５
７
１

第
43
回　

沖
展
選
抜
展

う
る
ま
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
９
２
３

－

７
６
０
９

①
産
後
ケ
ア
事
業
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

②
『
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
が
４
月
か
ら

　

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！
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【問】問合せ

 4月号

広報紙の配達に関するお問い合わせは各自治会まで

市民協働課
（男女共同参画センター）

☎ 973-8927

ど〜おもう?

男女共同参画コーナー

男だから女だからって
役割は決まっていないんだよ。

衆議院沖縄県第3区選出議員補欠選挙の

投開票日は4月21日（日）です。
※今回の選挙から石川地域の期日前投票所は

　『石川保健相談センター』に変更になります。

投票所変更の

お知らせ

平安座・宮城・伊計・浜比嘉島

光ブロードバンドサービス提供開始

　うるま市では、平安座・宮城・伊計・浜比嘉島の住民の皆様の情報通信環

境を整備し、定住環境の改善を図るため「島しょ地域超高速ブロードバンド

整備事業」による光ブロードバンドサービスの提供を開始します。

　４月24日（水）のサービス提供開始に向け平安座・宮城・伊計・浜比嘉島

地区の皆様を対象に住民説明会を開催しますので参加をお願いします。住民

説明会に関する情報はうるま市のホームページにも掲載しています。

【日時】 ４月４日（木）午後７時～午後８時30分

【場所】 平安座自治会館

【日時】 ４月５日（金）午後７時～午後８時30分

【場所】 宮城公民館

【個別相談会】住民説明会へ参加できない方のために、両日とも

　　　　　　午後４時～午後６時45分に実施しています。

【お問い合わせ】 選挙管理委員会事務局　☎９７３－４３３２　

※期日前投票所によって、投票ができる期間及び時間が異なりますので、ご注意ください。

※投票所入場券をお確かめください。

【お問い合わせ】 情報課　☎９７３ー５２０４　

変更前 変更後

市役所石川庁舎 石川保健相談センター

具志川小学校体育館 具志川公民館

期日前投票場所 投票ができる期間及び時間

選挙管理委員会事務局

（市役所本庁舎西棟地下）

4月10日（水）~4月20日（土）

午前8時30分~午後8時

石川保健相談センター 4月15日（月）~4月19日（金）

午前9時~午後8時勝連シビックセンター

住
民
説
明
会
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【問】問合せ

 4月号

うるまのゆいまーるラジオ　FMうるま（FM　86.8MHｚ）

市公式 LINE
市の情報を毎月 1 日に配信します。友だち登録
は左記のＱＲコード、または公式アカウント検
索で「沖縄県うるま市」と検索ください。

マチイロ
広報紙を電子書籍で閲覧できるアプリです。
右記のＱＲコードよりダウンロードください。

消防活動

状況

うるま市の

人口

平成 30 年度
防災研修会 実施

　去る2月8日、災害時において地域で中心的な活動を担

う各自主防災組織リーダー並びに各自治会長等を対象に、

地域の防災力強化や防災意識及び知識の向上を目的とした

「平成30年度第2回防災研修会」を「名護市防災研修セン

ター」において実施しました。同施設では大型スクリーンを

使用した防災講話を始め、参加者が施設の設備にて災害を

疑似体験しました。また、屋上に防災へリポートを備えた名

護市消防本部の施設見学も行いました。

防火・防災の教育担当者の選任について

　防火管理上、必要な業務の一部の委託を受ける事業者は、消防

機関が行う講習の課程を修了した者を、防火・防災管理の教育担

当者として定め、消防長へ届け出をしてください。

放射性物質等の貯蔵、取扱いを行う際には届け出を！

　消防活動に重大な支障を生ずるおそれのある放射性物質などの

消防活動阻害物質を貯蔵、取扱いする場合には届け出が必要とな

ります。

重大な消防法令違反のある建物は公表されます！

　不特定多数の人が出入りする飲食店・集会場・ホテル・福祉施

設・病院などで、屋内消火栓、スプリンクラー、自動火災報知設備

の設置義務のある建物で、これらの設備が設置されていない建物

は、消防法令違反対象物として、公表の対象となります。

防災
一口メモ

◆宮
みや

里
ざと

　朝
とも

之
ゆき

 様（みどり町） 様より　　　　　　　　  10万円の寄付

◆うるま市土木測量設計業者会 様より　　　　　　　  ３万円の寄付

◆うるま市商工会女性部 様より　　　　　　　　　   10万円の寄付

◆JAおきなわ具志川支店・農協まつり実行委員会 様より  103,391円の寄付

◆宮
みや

里
ざと

　朝
とも

之
ゆき

 様（みどり町）より　　　　　　　　　　10万円の寄付

◆荻
おぎ

堂
どう

　千
ち

代
よ

 様（石川東恩納）より　　　　　　　　　 5万円の寄付

◆社会福祉法人中陽福祉会あやはし苑 様より　　　 4,000円の寄付

◆JAおきなわ具志川支店・農協まつり実行委員会 様より  103,390円の寄付

うるま市育英会へ

うるま市社会福祉協議会へ

平成31年2月 （  ）は平成31年1月からの累計

救急出動件数  525件 （1,160件）

搬送人員  469人 （1,051人）

火災件数 　  3件　　 （10件）

平成31年3月１日現在 前月比 

人　口 124,178人 +127

　男    62,398人 +94

　女   61,780人 +33

世帯数　　　　　 52,547世帯 +151

ご寄付ありがとうございます

平成31年4月1日から

平成32年4月1日から

富森公園（石川曙３丁目）の

公園遊具がリニューアル！

　3月1日(金)より富森公

園（石川曙）の遊具を新

しく設置し、供用再開し

ましたのでお知らせしま

す。

　うるま市では、既存公

園の延命・機能強化を図

ることを目的として、『公

園長寿命化計画』に取り

組んでいます。

うるま市火災予防条例の一部が改正されました!

※詳細については、うるま市消防本部予防課（☎975ー2119）まで　

　お問合せください。

【真剣に説明を聞く参加者ら】 【災害の疑似体験の様子】




